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まえくぼ義由紀
（宇治市・久御山町）

かみね 史朗
（右京区）

みつなが敦彦
（左京区）

島田 けい子
（右京区）

原田　完
（中京区）

山内 よし子
（南区）

西脇 いく子
（下京区）

さこ 祐仁
（上京区）

浜田よしゆき
（北区）

ばばこうへい
（伏見区）

森下 よしみ
（八幡市）

本庄 たかお
（山科区）

成宮 まり子
（西京区）

日本共産党　京都府会議員団

追悼のことば 日本共産党府会議員団　団長　前窪義由紀

　常に地域の皆さんとともに、府民の命とくらしを

守る先頭にたって歩んでこられた上原裕見子議員を

失ったことは、私たち府会議員団にとっても痛恨の

極みであります。悲しみに絶えません。

　上原さんは、伏見区日本共産党の生活相談所長と

して14年間、約3000件の生活相談の解決に当たっ

てこられ、その活動の中で2007年４月、推されて府

会選挙へ立候補されました。「このままでは生きては

いけない」「人間らしいくらしがしたい」、このような

相談者のくらしの叫びと同じ目線で頑張り抜くこと

ができる日本共産党の議席が絶対に必要と奮闘し、

見事に当選されました。

　満を持して2007年９月議会の一般質問に立たれ、

生活保護のあり方について、「国の悪い政治の防波

堤としての役割を発揮しなければ、地方自治体の役

割はない」と、知事にきびしく迫る上原さんの凛と

した壇上の姿が鮮明に思い出されます。質間では、「貧

困、経済苦が広がる中で、府民の最後の『命綱』となっ

ているのが生活保護、『辞退届』の強要や『申請権』

を奪うことは許されない」と迫り、「辞退届の強要は

あってはならない」「市町村の窓口などに申請用紙を

配置し、速やかに申請できるよう指導する」との答

弁を引き出しました。今もこの原則は生き続けてい

ます。

　2015年４月、一斉地方選挙で上原さんは見事復活

当選され、14人に躍進した議員団は、府議会第２会派

として新たな闘いに奮闘してきました。そのさなかに上

原さんを失ったことは返すがえすも残念でなりません。

なによりも上原さん自身悔やみきれない思いでしょう。

　私たち議員団は、上原さんの思いを胸にしっかり

刻み、悲しみを乗り越え、新たな闘いに邁進する決

意です。心からご冥福をお祈りいたします。

上原裕見子（うえはら・ゆみこ）府会議員（伏見区選出）が、３月18日午後、闘病のかいなく逝去されました。
心からご冥福をお祈りし、前窪議員団長の追悼の言葉を紹介します。

上原裕見子さんの歩み

1953年12月11日　京都市東山区今熊
野に生まれる。
地元の今熊野小学校、月輪中学校を経て、
成安高校（現京都産業大付属高校）、藤
川デザイン学院（京都造形大学）で学ぶ。
卒業後、ろうけつ染め職人として就職。
その後、音楽教室でエレクトーン講師と
して勤務。

1987年9月30日　日本共産党に入党。
1990年から伏見地区委員会の専従として勤務。伏見地区常任委
員、新日本婦人の会府本部役員などを歴任。
1997年衆議院3区予定候補。
伏見地区委員会の生活相談所所長として14年間活動、約3000件
の相談を解決。
2007年いっせい地方選挙の府議会議員選挙で初当選。
2011年からは、党府会議員団事務局員として活動。
2015年いっせい地方選挙で返り咲き。
2017年3月18日　死去
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大
雪
被
害
対
策
予
算
の

確
保
を

　
1
月
14
日
か
ら
の
大
雪
で
丹
後
、中
丹
、

南
丹
の
広
範
な
地
域
で
、
多
数
の
農
家
で

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
倒
壊
や
お
茶
等
の
農

作
物
被
害
、
倒
木
等
が
発
生
。
高
齢
者
の

買
い
物
や
病
院
に
通
う
交
通
手
段
や
雪
下

ろ
し
の
問
題
な
ど
府
民
の
生
活
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
被
害
が
出
ま
し
た
。
党
議

員
団
は
地
元
議
員
団
と
と
も
に
被
害
の
実

態
調
査
を
行
な
い
、
府
と
近
畿
農
政
局
へ

の
申
し
入
れ
を
３
回
実
施
し
ま
し
た
。

　
西
脇
い
く
子
議
員
は
、
全
壊
し
て
い
る

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
撤
去
が
遅
れ
れ
ば
苗

の
植
え
付
け
も
遅
れ
る
と
指
摘
。
府
補
正

予
算
の
弾
力
的
運
用
を
行
な
い
、
農
林
業

の
復
旧
作
業
に
対
す
る
補
助
や
被
害
を
受

け
た
農
作
物
の
補
償
と
種
苗
購
入
へ
の
支

援
な
ど
を
行
な
う
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
知
事
は
「
農
業
の
生
産
体
制
復
旧
を
行

な
う
た
め
に
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
な
ど
の
施
設

整
備
等
を
支
援
し
て
い
き
た
い
」
と
答
弁

し
ま
し
た
。

府
市
共
犯
の 

ま
ち
壊
し
中
止
を

　
西
脇
議
員
は
、
京
都
市
中
央
卸
売
市
場

第
一
市
場
の
再
整
備
が
進
め
ら
れ
、
す
で

に
仲
卸
業
者
が
商
売
を
続
け
ら
れ
な
い
事

態
が
生
ま
れ
て
い
る
と
述
べ
ま
し
た
。
下

京
区
で
は
、
地
蔵
盆
や
祇
園
祭
な
ど
の
担

い
手
不
足
だ
け
で
な
く
、
路
地
の
半
数
が

「
民
泊
」
と
呼
ば
れ
る
簡
易
宿
泊
所
が
急

速
に
広
が
っ
た
町
内
も
出
て
き
て
い
る
と

述
べ
、
こ
の
ま
ま
で
は
地
域
の
コ
ミ
ニ
ュ

テ
ィ
や
防
犯
力
も
弱
く
な
る
と
指
摘
し
ま

し
た
。

　
西
脇
議
員
は
、
堀
川
団
地
の
店
舗
家
賃

を
30
年
度
か
ら
16
・
6
％
ず
つ
値
上
げ
し
、

５
年
後
に
は
２
倍
に
し
よ
う
と
し
て
い
る

問
題
を
批
判
。
す
で
に
廃
業
さ
れ
た
商
店

も
出
て
い
る
と
述
べ
、
中
小
業
者
の
追
い

出
し
を
や
め
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。
さ
ら

に
、中
小
企
業
会
館
の
廃
止
を
行
な
わ
ず
、

京
都
経
済
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
へ
の
入
居

に
あ
た
っ
て
は
中
小
企
業
団
体
を
し
め
出

さ
な
い
よ
う
求
め
ま
し
た
。
知
事
は
、「
今

後
は
経
済
セ
ン
タ
ー
に
機
能
を
移
転
さ
せ

て
中
小
企
業
の
新
し
い
拠
点
と
し
て
整
備

し
て
い
く
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

代表質問
2017年２月議会

西脇 いく子議員
（京都市下京区）

長
時
間
労
働
を
解
消
し
、
過
労
死
の
根
絶
を

　
　
　
　
　
国
い
い
な
り
の
大
型
開
発
や
め
よ

2月21日

１月26日舞鶴市議団と雪害調査
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街壊しに心を痛めない知事
　現在、京都市内では、公有地へのホテ
ル建設や違法民泊問題、中央卸売第一市
場などでの民間大企業主導の開発など、
京都が京都でなくなるような事態の下
で、住民が安心して住み続けられない状
況が急速に進んでいます。こういった問
題を府市協調でつくりだしたのが京都府
と京都市であり、これ以上の街壊しを中
止させることが必要です。ところが知事
の口から出たのは、「自治制度の根幹を基
本的に解ってらっしゃらないんではない
か」などと、まるで今の街壊しの現状に
ついて知事として心を痛めていない答弁
には驚くとともに、改めて府政転換の思
いを強くしています。

 ［西脇いく子］

北
陸
新
幹
線「
延
伸
」

や
め
よ

　
安
倍
政
権
が
掲
げ
る
、「
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
充
実
に
よ
る
国
際
競
争
力
の
強

化
」
の
た
め
に
、
昨
年
12
月
に
与
党
Ｐ
Ｔ

は
、
北
陸
新
幹
線
「
延
伸
」
を
知
事
が
進

め
て
き
た「
舞
鶴
ル
ー
ト
」に
は
せ
ず「
小

浜
・
京
都
ル
ー
ト
」
に
決
定
。

　
西
脇
議
員
は
、
小
浜
か
ら
京
都
駅
を
通

過
す
る
場
合
、
住
宅
密
集
地
や
京
都
丹
波

高
原
国
定
公
園
を
通
り
、
多
く
が
大
深
度

地
下
ト
ン
ネ
ル
を
通
過
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
る
と
指
摘
。
２
兆
円
を
超
え
る
費
用
負

担
の
問
題
や
並
行
在
来
線
の
問
題
な
ど
府

民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
さ
な
い
ま
ま

「
ル
ー
ト
先
に
あ
り
き
」
で
進
め
て
い
る

知
事
の
姿
勢
を
批
判
し
ま
し
た
。

　
知
事
は
「
与
党
Ｐ
Ｔ
に
、
受
益
の
範
囲

内
で
負
担
を
国
に
求
め
て
お
り
、
安
定
的

な
財
源
見
通
し
の
確
保
が
着
工
条
件
に
さ

れ
て
い
る
」
と
述
べ
る
に
と
ど
ま
り
ま
し

た
。府

職
員
の 

長
時
間
労
働
是
正
を

　
過
労
死
を
生
む
よ
う
な
働
か
せ
方
を
な

く
す
た
め
に
、
残
業
時
間
に
法
的
規
制
を

設
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
全
国
の
労
災

認
定
は
４
倍
に
も
激
増
し
、
府
域
の
男
性

労
働
者
で
は
、
１
週
間
の
労
働
時
間
が
60

時
間
以
上
に
も
及
ん
で
い
る
と
述
べ
、
全

国
的
に
も
ワ
ー
ス
ト
１
位
だ
と
批
判
し
ま

し
た
（
女
性
は
ワ
ー
ス
ト
２
位
）。

　
西
脇
議
員
は
、
府
職
員
の
定
数
削
減
に

よ
っ
て
児
童
相
談
所
な
ど
多
く
の
部
署
で

深
刻
な
長
時
間
労
働
と
な
っ
て
い
る
問
題

を
指
摘
し
、
解
決
す
る
た
め
に
職
員
体
制

の
抜
本
的
改
善
を
求
め
ま
し
た
。知
事
は
、

「
府
職
員
の
時
間
外
労
働
は
、
全
国
22
～

24
位
く
ら
い
だ
か
ら
特
に
う
ち
が
多
い
と

い
う
こ
と
は
な
い
」
と
人
員
増
に
は
背
を

向
け
ま
し
た
。

福
知
山
射
撃
場
の

米
軍
基
地
化
や
め
よ

　
米
軍
は
自
衛
隊
福
知
山
射
撃
場
を
日
米

地
位
協
定
に
基
づ
く
共
同
利
用
施
設
と

し
、
11
月
29
日
か
ら
実
弾
訓
練
を
開
始
し

ま
し
た
。
福
知
山
の
他
に
も
桂
駐
屯
地
や

大
久
保
駐
屯
地
、
舞
鶴
地
方
隊
な
ど
京
都

府
内
の
７
か
所
の
自
衛
隊
基
地
も
米
軍
の

共
同
利
用
の
対
象
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
西
脇
議
員
は
、
京
都
府
内
で
も
福
知
山

市
や
京
丹
後
市
な
ど
安
全
・
安
心
が
脅
か

さ
れ
、
日
米
地
位
協
定
へ
の
対
応
が
問
わ

れ
て
い
る
と
指
摘
。
福
知
山
射
撃
場
の
利

用
中
止
と
と
も
に
経
个
岬
米
軍
レ
ー
ダ
ー

基
地
の
撤
去
を
国
に
求
め
る
よ
う
追
及
し

ま
し
た
。

3月26日北陸新幹線「延伸」シンポジウムで報告

１月14日米軍くるな福知山集会
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自
治
体
の
組
織
と
機
構
を

あ
げ
た
貧
困
対
策
の 

抜
本
的
強
化
を

　
本
庄
た
か
お
議
員
は
ま
ず
、
大
企
業
と

大
金
持
ち
を
応
援
す
る「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」

の
も
と
、中
間
層
の
疲
弊
が
深
刻
に
な
り
、

貧
困
層
が
拡
大
し
て
い
る
現
状
を
指
摘
。

日
本
社
会
の
持
続
可
能
な
発
展
に
と
っ

て
、
貧
困
問
題
を
特
別
に
位
置
づ
け
る
こ

と
が
必
要
だ
と
し
て
、
知
事
の
認
識
を
た

だ
し
ま
し
た
。そ
の
上
で
、自
治
体
の
機
構

を
あ
げ
て
、
貧
困
と
孤
立
に
苦
し
む
市
民

を
救
済
す
る
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
強
調
。
と
り
わ
け
子
ど
も
の
貧
困
と

高
齢
者
の
貧
困
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

子
ど
も
の
貧
困
―
― 

可
視
化
の
た
め
に
も 

全
面
的
な
実
態
調
査
を

　
子
ど
も
の
貧
困
で
は
、
経
済
的
な
困
難

が
子
ど
も
の
進
路
に
大
き
な
影
響
を
与
え

代表質問
2017年２月議会

本庄 たかお議員
（京都市山科区）

貧
困
と
孤
立
に
苦
し
む
市
民
の
救
済
を

 
ス
タ
ジ
ア
ム
建
設
、
高
校
再
編
の
強
行
は
や
め
よ

2月21日

て
い
る
実
例
を
紹
介
。「
貧
困
の
再
生
産
」

を
防
ぐ
た
め
に
、給
付
制
奨
学
金
の
拡
充
、

定
時
制
高
校
で
の
リ
ク
ル
ー
ト
ス
ー
ツ
貸

し
出
し
、
給
食
費
無
償
化
と
全
員
制
の
中

学
校
給
食
実
施
、
学
校
と
福
祉
を
つ
な
ぐ

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
全
校

配
置
と
処
遇
改
善
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。

ま
た
、
す
べ
て
の
子
ど
も
を
対
象
に
し
た

実
態
調
査
を
行
な
い
、
府
の
施
策
の
見
直

し
に
生
か
す
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。

　
知
事
は
、
貧
困
の
固
定
化
や
再
生
産
が

問
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
認
め
な
が
ら

も
、
具
体
的
な
施
策
に
つ
い
て
は
、
答
弁

し
ま
せ
ん
で
し
た
。

高
齢
者
の
貧
困
―
― 

負
担
増
政
策
の
中
止・転
換

と
保
健
師
の
公
的
配
置
を

　
高
齢
者
の
貧
困
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者

の
医
療
費
負
担
増
な
ど
、
国
が
す
す
め
る

社
会
保
障
大
改
悪
の
中
止
・
撤
回
を
求
め

る
よ
う
提
起
。
京
都
府
が
老
人
医
療
制
度

（
マ
ル
老
）
を
改
悪
し
た
こ
と
を
厳
し
く

批
判
し
、
窓
口
負
担
を
２
割
か
ら
１
割
に

戻
し
、
74
歳
ま
で
対
象
に
す
る
よ
う
拡
充

を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
社
会
福
祉
協
議

会
や
地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
が
果
た
し
て
い

る
役
割
に
触
れ
つ
つ
、
高
齢
者
を
地
域
で

支
え
る
体
制
の
充
実
が
必
要
だ
と
し
て
、

保
健
師
の
公
的
配
置
を
進
め
る
よ
う
求
め

ま
し
た
。
知
事
は
、「
マ
ル
老
」
の
よ
う

な
制
度
を
持
っ
て
い
る
の
は
京
都
だ
け
だ

と
開
き
直
り
、
拡
充
の
要
望
に
は
背
を
向

け
ま
し
た
。

原
発
再
稼
働
路
線
に 

キ
ッ
パ
リ
反
対
。 

自
主
避
難
者
へ
の
住
宅
無

償
提
供
継
続
を

　
事
故
か
ら
６
年
と
な
る
福
島
第
一
原
発

は
、
今
な
お
「
収
束
」
に
は
程
遠
い
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。
本
庄
議
員
は
、
使
用

済
み
核
燃
料
の
処
理
方
針
が
成
り
立
た
な

く
な
っ
て
い
る
問
題
、
高
浜
原
発
の
ク

レ
ー
ン
倒
壊
事
故
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
安

全
対
策
の
不
備
な
ど
に
触
れ
て
、
原
発
再
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丹
後・与
謝
の
高
校
再
編
問
題
を
考
え
る
会
の

み
な
さ
ん
と
府
教
委
に
申
し
入
れ（
３
月
８
日
）

稼
働
路
線
は
破
た
ん
し
て
い
る
と
指
摘
。

国
の
原
発
政
策
に
キ
ッ
パ
リ
反
対
す
る
よ

う
迫
る
と
と
も
に
、
福
島
事
故
に
つ
い
て

「
三
つ
の
検
証
」（
①
事
故
原
因
、
②
健
康

や
生
活
へ
の
影
響
、③
安
全
な
避
難
方
法
）

を
進
め
て
い
る
新
潟
県
の
例
を
示
し
て
、

独
自
の
体
制
を
つ
く
り
、
放
射
能
拡
散
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
な
う
よ
う

求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
政
府
が
自
主
避
難

者
へ
の
住
宅
無
償
提
供
を
打
ち
切
ろ
う
と

し
て
い
る
も
と
で
、
府
独
自
に
無
償
提
供

を
継
続
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

亀
岡・ス
タ
ジ
ア
ム
建
設
は

立
ち
止
ま
っ
て
見
直
し
を

　
亀
岡
市
へ
の
ス
タ
ジ
ア
ム
建
設
問
題
で

は
、
予
算
提
案
に
間
に
合
わ
す
た
め
、
ギ

小さなハッピーで子育て支援!!
　子どもの貧困対策は待ったなしです。代表
質問で「難病で仕事ができず、全てが崩れた。
息子は修学旅行にも参加できず、お金が要る
ので友人をつくらない」とのお母さんの声を
紹介し、貧困のリアルな実態調査と府民のく
らし底上げの支援を求めました。
　いま全国では、医療費の無料化拡充、給食
費の無償化、全員制の中学校給食、就学援助
の前倒し支給などの運動が進み、子育て支援・
みんなの「小さなハッピー」が喜ばれています。
　京都・伊根町に続き笠置町でも、給食費や
教材費、修学旅行費などを義務教育にかかる
費用を無償にし、医療費についても高校卒業
まで無料にしています。中学校給食でも、府
内26自治体の内、計画を含めて22自治体ま
で広がりました。府政の在り方が問われてい
ます。 ［本庄たかお］

リ
ギ
リ
の
日
程
で
環
境
保
全
専
門
家
会
議

や
公
共
事
業
評
価
第
三
者
委
員
会
が
開
か

れ
た
問
題
を
追
及
。
天
然
記
念
物
・
ア
ユ

モ
ド
キ
へ
の
影
響
が
な
い
こ
と
が
確
認
で

き
る
ま
で
着
工
し
な
い
と
い
う
条
件
が
付

け
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
経
過
に
つ
い
て

は
、
第
三
者
委
員
会
の
委
員
か
ら
も
批
判

の
声
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
、

「
建
設
先
に
あ
り
き
」
の
進
め
方
が
最
大

の
問
題
だ
と
指
摘
し
ま
し
た
。そ
の
上
で
、

「
自
治
体
の
無
償
提
供
」
の
条
件
を
外
し

て
土
地
取
得
費
が
予
算
計
上
さ
れ
て
い
る

こ
と
、
治
水
問
題
の
懸
念
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
を
列
挙
。
一
旦
立
ち
止

ま
っ
て
計
画
を
見
直
す
こ
と
、
府
民
・
市

民
へ
の
説
明
会
を
開
催
す
る
こ
と
を
求
め

ま
し
た
。

丹
後
通
学
圏
の 

高
校
再
編
を
強
行
す
る
な

　
丹
後
通
学
圏
の
府
立
高
校
再
編
計
画
に

つ
い
て
は
、
３
月
の
定
例
教
育
委
員
会
で

方
針
決
定
す
る
意
向
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

本
庄
議
員
は
、
府
教
委
が
進
め
る
「
学
舎

制
」
は
高
校
間
の
距
離
が
離
れ
て
い
る
丹

後
で
は
デ
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
く
、
保
護
者

ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
支
持
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
、
分
校
の
統
廃
合
計
画
に
不
安
が
広

が
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
き
ち
ん

と
し
た
説
明
が
行
な
わ
れ
て
い
な
い
こ
と

な
ど
を
指
摘
。
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、

少
人
数
学
級
編
成
を
は
じ
め
と
す
る
教
育

条
件
の
整
備
、
通
学
に
か
か
る
負
担
軽
減

な
ど
で
あ
る
と
し
て
、「
見
切
り
発
車
」

で
は
な
く
、当
事
者
で
あ
る
児
童
や
生
徒
、

保
護
者
、
住
民
の
声
を
聞
い
て
、
十
分
に

時
間
を
か
け
て
議
論
す
る
よ
う
求
め
ま
し

た
。

原発ゼロ・山科の会 署名・スタンディングアピール
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一般質問
2月22日

かみね 史朗議員
（京都市右京区）

加
に
つ
な
が
る
施
策
の
強
化
を
要
望
し
ま

し
た
。

介
護
人
材
不
足
解
消
へ
、 

給
与
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る 

対
策
を

　
質
問
の
最
後
に
、
介
護
職
場
で
の
人
材

不
足
問
題
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
退
職
者

を
新
規
の
募
集
で
補
充
し
き
れ
な
い
た

め
、
無
資
格
・
未
経
験
の
人
材
派
遣
に

頼
っ
て
い
る
と
い
う
老
健
施
設
の
例
を
紹

介
。
正
規
職
員
の
負
担
は
ま
す
ま
す
重
く

な
り
、
３
年
目
で
リ
ー
ダ
ー
を
任
さ
れ
た

青
年
は
、
18
時
間
拘
束
の
夜
勤
を
月
に
６

回
も
こ
な
し
て
い
ま
す
。
人
材
不
足
と
過

重
労
働
の
悪
循
環
は
多
く
の
介
護
施
設
に

共
通
す
る
問
題
で
あ
り
、
そ
の
背
景
に

は
、「
給
料
の
安
さ
」
や
「
将
来
性
の
な

さ
」
が
あ
る
と
指
摘
。
こ
の
間
の
報
酬
引

き
下
げ
な
ど
に
よ
り
、
本
棒
が
下
が
っ
た

り
、
定
期
昇
給
幅
が
縮
減
さ
れ
た
り
し
て

い
る
実
態
を
示
し
て
、
介
護
職
員
の
賃
金

と
事
業
所
の
報
酬
単
価
を
引
き
上
げ
る
よ

う
国
に
働
き
か
け
る
こ
と
、
給
与
引
き
上

げ
に
つ
な
が
る
よ
う
な
府
独
自
策
を
検
討

す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

障
が
い
者
の
尊
厳
と 

人
権
を
守
る
対
策
を

　
加
味
根
史
朗
議
員
は
、
多
数
の
障
が
い

者
が
殺
傷
さ
れ
た
相
模
原
事
件
（
昨
年
７

月
）
に
も
触
れ
て
、
障
が
い
者
の
尊
厳
と

人
権
を
守
る
対
策
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

た
。

　
相
模
原
事
件
の
容
疑
者
は
、
ナ
チ
ス
・

ド
イ
ツ
の
大
量
虐
殺
を
引
き
起
こ
し
た

「
優
性
思
想
」
の
影
響
を
受
け
て
い
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
市
場
原
理
や
競
争
原

理
が
強
ま
る
な
か
、
生
産
性
や
経
済
性
な

ど
で
人
間
の
優
劣
が
決
ま
っ
て
い
く
よ
う

な
風
潮
が
、
事
件
の
背
景
に
あ
る
の
で
は

な
い
か

︱
か
み
ね
議
員
は
そ
う
い
う
観

点
か
ら
、
現
代
の
格
差
社
会
の
あ
り
方
を

正
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
指
摘
。

　
京
都
府
の「
京
都
府
障
害
者
権
利
条
例
」

の
根
拠
に
も
な
っ
て
い
る
、
障
害
者
権
利

条
約
17
条
や
日
本
国
憲
法
13
条
の
条
文
も

引
用
し
、
こ
こ
で
謳
わ
れ
て
い
る
「
障
害

者
の
尊
厳
や
人
権
」
を
ど
の
よ
う
に
伝
え

て
い
く
の
か
と
た
だ
し
ま
し
た
。

介
護
保
険
優
先
を
た
だ
し
、

必
要
な
障
が
い
者
サ
ー
ビ
ス
の

保
障
を

　
障
が
い
者
に
か
か
わ
っ
て
は
、
65
歳
以

降
の
介
護
保
険
優
先
原
則
に
よ
り
、
利
用

料
負
担
が
増
え
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
は
制
限

さ
れ
る
と
い
う
問
題
も
重
大
で
す
。
か
み

ね
議
員
は
、
こ
の
問
題
で
の
不
服
審
査
請

求
を
知
事
が
却
下
し
た
こ
と
を
批
判
。
介

護
保
険
優
先
原
則
の
廃
止
を
国
に
求
め
る

と
と
も
に
、
65
歳
に
な
る
前
と
変
わ
ら
な

い
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
府

独
自
の
制
度
を
設
け
る
よ
う
迫
り
ま
し

た
。
ま
た
、
各
駅
へ
の
可
動
式
ホ
ー
ム
柵

の
設
置
、
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
制
度
の
改
善

な
ど
、
視
覚
障
が
い
者
の
安
全
と
社
会
参

府独自の介護職員処遇改善交付金を
　京都府独自の「介護職員の処遇改善交
付金制度」の新設を求める請願が、6682
人の署名を添えて提出されました。深刻
な介護人材不足を解決するために、全産
業平均より10万円低い介護職員賃金の引
き上げへ、国が別建てで大幅賃金引き上
げの予算を組むとともに、府独自の処遇
改善交付金の創設を求めるものです。自
民、公明、民進の与党議員は、「数百億円
の財源が必要となり困難。府でやること
ではない」などと反対しました。私は、介
護人材不足を解決する責任は、国ととも
に府にもあることを強調し、かつて自民党
府政の時代に処遇改善のための年末慰労
金を支出していたこともあげ、府独自の
処遇改善対策の必要性を訴えて請願採択
を強く求めました。 ［かみね史朗］

障
害
者
権
利
条
約
第
17
条

　‌‌

全
て
の
障
害
者
は
、
他
の
者
と

の
平
等
を
基
礎
と
し
て
、
そ
の

心
身
が
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
尊

重
さ
れ
る
権
利
を
有
す
る
。

日
本
国
憲
法
第
13
条

　‌‌

す
べ
て
国
民
は
、
個
人
と
し
て

尊
重
さ
れ
る
。
生
命
、
自
由
及

び
幸
福
追
求
に
対
す
る
国
民
の

権
利
に
つ
い
て
は
、
公
共
の
福

祉
に
反
し
な
い
限
り
、
立
法
そ

の
他
の
国
政
の
上
で
、
最
大
の

尊
重
を
必
要
と
す
る
。

介護職員の処遇改善を求め、6764筆の
署名を添えた請願が提出されました。
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一般質問
2月23日

原田　完議員
（京都市中京区）

文
化
財
修
復
予
算
確
保
を

　
ま
た
、
府
が
創
設
を
提
案
し
た
暫
定
登

録
文
化
財
制
度
を
契
機
に
、
文
化
財
修
復

技
術
継
承
と
後
継
者
育
成
に
本
腰
を
入
れ

て
取
り
組
む
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
教
育
長
は
、
文
化
財
修
復
に
つ
い
て
、

所
有
者
と
連
携
し
、
補
助
金
の
確
保
に
努

め
る
、
技
能
者
や
後
継
者
を
育
成
し
、
文

化
財
保
護
に
関
す
る
技
術
を
し
っ
か
り
と

継
承
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
等
答
弁
し
ま

し
た
。

　
原
田
議
員
は
、
暫
定
登
録
文
化
財
の
新

た
な
仕
事
起
こ
し
や
技
術
集
団
を
育
成
し

て
い
く
う
え
で
、
技
術
水
準
の
維
持
は
当

然
求
め
ら
れ
る
課
題
だ
と
指
摘
し
、
文
化

財
修
復
に
関
わ
る
業
界
や
同
業
組
合
、
技

能
士
会
等
の
積
極
的
な
協
力
を
得
て
、
技

術
者
の
育
成
を
目
指
し
て
努
力
す
る
よ
う

強
く
求
め
ま
し
た
。

漁
業
の
事
業
継
続
へ
支
援
を

　
最
後
に
定
置
網
更
新
へ
の
助
成
制
度
創

設
や
浜
ご
と
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
を
も
ち

漁
業
の
事
業
継
続
を
支
援
す
る
こ
と
等
を

府
に
求
め
ま
し
た
。
農
林
水
産
部
長
は
、

定
置
網
の
更
新
等
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、

人
口
減
少
に
よ
り
水
産
物
の
将
来
的
な
需

要
見
通
し
は
楽
観
で
き
な
い
状
況
に
も
あ

り
、
国
に
対
し
定
置
網
の
漁
具
資
材
を
助

成
対
象
と
す
る
よ
う
要
望
し
て
き
た
が
、

引
き
続
き
政
策
提
案
を
行
な
う
等
と
答
弁

し
ま
し
た
。

「
中
小
企
業
会
館
」
は 

閉
館
で
は
な
く
存
続
を

　
原
田
完
議
員
は
、
府
が
老
朽
化
・
耐
震

性
を
問
題
に
し
て
「
中
小
企
業
会
館
」
を

閉
館
し
よ
う
と
し
て
い
る
問
題
に
つ
い

て
、
こ
の
施
設
が
京
都
府
内
中
小
企
業
者

の
熱
意
と
創
意
、
募
金
を
集
め
て
建
設
さ

れ
、
中
小
企
業
団
体
と
京
都
府
の
出
捐
金

で
設
立
し
た
「
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー
」
に

運
営
を
ゆ
だ
ね
て
き
た
経
過
を
紹
介
。

　
専
門
家
の
調
査
で
は
建
物
は
耐
震
施
工

で
十
分
活
用
で
き
る
こ
と
、
建
設
中
の

「
経
済
セ
ン
タ
ー
」（
仮
称
）
の
柱
は
大
企

業
を
含
む
個
々
の
企
業
の
経
営
支
援
で
あ

り
、「
中
小
企
業
会
館
」
と
は
機
能
や
位

置
づ
け
が
異
な
る
こ
と
を
指
摘
し
、
中
小

企
業
団
体
育
成
を
支
援
す
る
「
中
小
企
業

会
館
」
の
存
続
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

府
は
「
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー
」
の

自
主
性
を
守
れ

　
次
に
、「
経
済
セ
ン
タ
ー
」
建
設
に
お

け
る
京
都
府
の
行
政
関
与
に
つ
い
て
、
①

当
初「
京
都
府
」と「
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー
」

の
名
前
を
併
記
し
、
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー

理
事
会
で
当
時
の
商
工
部
長
が
「
京
都
府

が
財
政
的
保
証
は
す
る
」
と
言
明
し
、
具

体
的
な
資
金
計
画
や
事
業
計
画
の
検
討
も

な
か
っ
た
こ
と
、
②
理
事
会
で
「
中
小
企

業
セ
ン
タ
ー
」
が
「
経
済
セ
ン
タ
ー
」
の

区
分
所
有
者
と
な
る
こ
と
や
そ
の
経
緯
も

理
解
が
得
ら
れ
な
い
ま
ま
、
銀
行
に
支
払

い
保
証
を
行
な
わ
せ
た
こ
と
、
③
区
分
所

有
者
で
あ
る
「
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー
」
に

諮
ら
ず
、
府
が
「
経
済
セ
ン
タ
ー
」
の
募

集
要
項
を
作
り
、
賃
料
決
定
、
募
集
実
務
、

入
居
者
選
定
を
行
な
う
と
し
、
入
居
募
集

と
説
明
会
の
開
始
を
発
表
し
た
こ
と
等
、

問
題
点
を
指
摘
。
直
前
に
な
っ
て
突
然
募

集
を
中
止
し
た
経
過
に
触
れ
、
府
の
責
任

を
知
事
に
た
だ
し
ま
し
た
。そ
の
上
で「
中

小
企
業
セ
ン
タ
ー
」
理
事
会
が
募
集
要
項

や
賃
貸
条
件
等
を
決
定
す
る
こ
と
、「
経

済
セ
ン
タ
ー
」
の
区
分
所
有
に
よ
り
生
じ

た
債
務
に
対
し
府
が
責
任
を
持
っ
て
援
助

し
、
中
小
企
業
団
体
育
成
の
た
め
引
き
続

き
支
援
す
る
よ
う
強
く
求
め
ま
し
た
。

　
知
事
は
、「
中
小
企
業
会
館
」
は
閉
館

し
、「
経
済
セ
ン
タ
ー
」
へ
機
能
移
転
、
府

有
財
産
と
し
て
活
用
の
あ
り
方
を
検
討
す

る
と
答
弁
。
入
居
者
の
募
集
要
項
や
賃
貸

条
件
の
設
定
に
つ
い
て
は
、「
中
小
企
業
セ

ン
タ
ー
」
が
行
な
い
、
府
が
支
援
し
一
体

と
な
っ
て
や
っ
て
い
く
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

２月議会を終えて
　２月議会は京都府の行政の劣化が著しく進ん
でいることを実感する議会でした。開会時に不
祥事で議長辞任に伴う議長選挙が行なわれ、民
進党、公明党は自らの代表を選ぶことなく自民
党に投票するという事態でした。
　更に京都府立医科大学学長の反社会的勢力と
の不正常な付き合い、暴力団組長の健康状況の
問い合わせに関わって、府立医大への強制捜査
が行なわれる事態。「中小企業会館」と「京都経
済センター」（仮称）問題では共産党の指摘で不
正常な募集行為が前日に急遽中止となるなど、
あらゆるところで異常な事態が生じていました。
　来春は京都府知事選挙の年ですが、４期目の中
で知事のトップダウンでの行政運営による歪みが
京都府政で表面化してきたのではないでしょうか。
　府民のくらし応援、府民のための府政を取り
戻すために頑張ります。 ［原田　完］
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一般質問
2月24日

まえくぼ義由紀議員
（宇治市・久御山町）

実
効
性
の
あ
る
ア
ス
ベ
ス
ト

飛
散
対
策
の
強
化
を

　
ま
え
く
ぼ
議
員
は
、
毎
年
数
千
人
規
模

で
被
害
が
発
生
し
続
け
、
今
後
も
建
物
の

解
体
、震
災
時
の
瓦
礫
処
理
な
ど
に
伴
い
、

あ
た
ら
な
被
害
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
ア
ス

ベ
ス
ト
の
被
災
者
救
済
や
再
発
防
止
対
策

に
つ
い
て
追
及
。
ま
た
、
1
0
0
0
㎡
以

下
の
建
築
物
で
レ
ベ
ル
２
、
レ
ベ
ル
３
の

ア
ス
ベ
ス
ト
の
有
無
の
確
認
、
解
体
時
の

ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
防
止
対
策
に
つ
い
て
た

だ
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
八
幡
市
で
名
神
高
速
道
路
の
建

設
工
事
に
伴
い
物
流
倉
庫
が
解
体
さ
れ
ま

す
。
ア
ス
ベ
ス
ト
が
使
用
さ
れ
て
い
る
た
め

ネ
ク
ス
コ
や
解
体
業
者
へ
の
指
導
を
し
っ
か

り
行
な
う
よ
う
求
め
ま
し
た
。

北
陸
新
幹
線
誘
致
で
は
な
く
、

Ｊ
Ｒ
奈
良
線
の
整
備
、

生
活
踏
切
対
策
こ
そ
優
先
を

　
北
陸
新
幹
線
の
「
延
伸
」
に
つ
い
て
は
、

知
事
を
先
頭
に
誘
致
合
戦
が
行
な
わ
れ
て

き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
知
事
の
姿
勢
に
対

し
て
ま
え
く
ぼ
議
員
は
、
急
激
に
進
む
人

口
減
少
や
高
齢
化
の
問
題
を
考
え
れ
ば
、

リ
ニ
ア
や
新
幹
線
な
ど
の
大
型
公
共
事
業

で
は
な
く
、
多
発
す
る
地
震
や
水
害
な
ど

へ
の
防
災
対
策
、
在
来
線
な
ど
の
老
朽
化

対
策
、
地
域
の
公
共
交
通
の
維
持
・
拡
大

こ
そ
急
ぐ
べ
き
だ
と
指
摘
。
依
然
と
し
て

高
度
成
長
型
の
新
幹
線
建
設
が
必
要
な
の

か
、
そ
れ
が
地
域
の
活
性
化
と
住
民
生
活

の
向
上
に
結
び
つ
く
も
の
な
の
か
と
い
っ

た
議
論
を
抜
き
に
、
自
治
体
や
地
方
経
済

界
を
巻
き
込
ん
で「
舞
鶴
ル
ー
ト
」を
煽
っ

て
き
た
こ
と
に
反
省
は
な
い
の
か
、
知
事

の
姿
勢
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
元
の
要
望
も
示
し
な
が
ら
、

Ｊ
Ｒ
奈
良
線
の
複
線
化
な
ど
の
整
備
、
生

活
踏
切
の
機
能
を
補
完
す
る
安
全
対
策
な

ど
こ
そ
急
ぐ
べ
き
だ
と
知
事
を
追
及
し
ま

し
た
。

保
安
林
回
復
、
産
廃
撤
去
、

地
下
水
対
策
な
ど
の

役
割
を
果
た
せ

　
城
陽
市
で
は
、
市
面
積
の
13
％
を
し
め

る
広
大
な
山
砂
利
採
取
跡
地
の
大
規
模
開

発
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
山
砂
利
採

取
業
者
が
違
法
伐
採
し
た
保
安
林
や
、
不

法
に
搬
入
し
た
産
廃
問
題
な
ど
が
未
解
決

の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
え
く
ぼ
議
員
は
、
違
法
伐
採
を
不
問

に
付
し
、
開
発
あ
り
き
で
保
安
林
解
除
を

進
め
よ
う
と
す
る
こ
と
や
、
産
廃
搬
入
を

不
法
と
知
り
な
が
ら
儲
け
の
た
め
に
搬
入

し
た
業
者
と
、
こ
れ
を
見
逃
し
た
行
政
の

責
任
は
重
大
だ
と
指
摘
。
地
下
水
の
安
全

対
策
も
含
め
て
、
住
民
と
の
合
意
形
成
こ

そ
必
要
だ
と
知
事
に
迫
り
ま
し
た
。

アスベスト被害から 
建設労働者を守れ
　アスベストの危険性を知らされないま
ま、建材の切断や吹き付け作業に従事し
た労働者がアスベストに曝露したことで、
30～40年を経て中皮腫・肺がん・石綿肺
などの重い疾患が相次いでいます。
　被害者や遺族は、裁判に訴え被害の救
済と再発防止を求めています。東京・大阪・
福岡地裁の国責任を認める判決に続き、
昨年１月の京都地裁判決は、初めて企業
の責任を認めました。
　国に石綿救済法の抜本改正を働きかけ
ることや、法による吹き付け石綿・石綿
含有断熱材等の曝露防止対策を徹底する
こと、石綿含有成形板は、府の条例で、
建築物解体時の事前届出を義務付けるこ
と等を求めました。 ［まえくぼ義由紀］

2月14日アスベスト飛散防止を調査

閉鎖された「生活踏切」の一つ
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ば
ば
こ
う
へ
い
議
員
は
、
先
決
議
案
と

な
っ
て
い
る
第
55
号
議
案
「
平
成
28
年
度

京
都
府
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）」

に
賛
成
す
る
立
場
で
討
論
し
ま
し
た
。

　
１
月
14
日
か
ら
の
大
雪
が
、
府
内
中
北

部
地
域
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
お

　
３
月
９
日
、
府
議
会
本
会
議
が
開
か
れ

追
加
議
案
の
議
決
に
先
立
ち
、
成
宮
ま
り

子
議
員
が
議
案
33
件
に
つ
い
て
、
す
べ
て

に
賛
成
す
る
立
場
で
討
論
し
ま
し
た
。

　
第
57
号
議
案
「
平
成
28
年
度
京
都
府
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）」
の
う
ち

り
、
共
産
党
議
員
団
と
し
て
も
、
地
元
市

町
の
議
員
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
各
地
域
へ

現
地
調
査
を
行
な
い
、
２
度
に
わ
た
る
府

へ
の
申
し
入
れ
、
近
畿
農
政
局
へ
の
申
し

入
れ
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た

中
で
、
ハ
ウ
ス
被
害
な
ど
に
つ
い
て
、
被

害
に
遭
わ
れ
た
農
家
や
住
民
の
皆
さ
ん
か

ら
の
深
刻
な
声
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
を
紹

介
。
被
災
し
た
全
て
の
農
家
が
農
業
を
続

け
ら
れ
る
、
地
域
で
住
み
続
け
ら
れ
る
た

め
に
、速
や
か
な
予
算
の
執
行
と
同
時
に
、

個
別
農
家
の
相
談
に
も
し
っ
か
り
と
対
応

し
、実
態
に
合
っ
た
執
行
を
求
め
ま
し
た
。

　
そ
の
う
え
で
、
ば
ば
議
員
は
、
農
業
や

林
業
に
お
い
て
も
行
政
の
被
害
把
握
が

先決議案討論
2月15日

ばばこうへい議員
（京都市伏見区）

追加議案討論 
3月9日

成宮まり子議員
（京都市西京区）

「
専
用
球
技
場
整
備
費
」
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
コ
ン

セ
ッ
シ
ョ
ン
導
入
可
能
性
調
査
に
か
か
る

２
０
０
０
万
円
の
予
算
と
繰
越
明
許
費
に

つ
い
て
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
は

自
治
体
が
責
任
を
持
つ
べ
き
公
共
施
設
の

管
理
運
営
を
民
間
企
業
第
一
に
で
き
る
よ

う
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
公
共
施
設
の
あ

り
方
そ
の
も
の
を
大
き
く
ゆ
が
め
る
こ
と

に
つ
な
が
る
等
の
問
題
点
を
指
摘
し
、
こ

の
部
分
に
つ
い
て
は
反
対
を
表
明
し
ま
し

た
。
ま
た
、
ス
タ
ジ
ア
ム
の
「
建
設
工
事

着
工
」
は
、
環
境
保
全
専
門
家
会
議
も
公

共
事
業
評
価
第
三
者
委
員
会
も
「
了
承
」

し
て
お
ら
ず
、
ま
と
も
な
説
明
も
せ
ず
、

新
事
業
を
補
正
予
算
に
も
ぐ
り
込
ま
せ
る

形
で
予
算
提
案
と
繰
越
明
許
を
同
時
に
行

な
お
う
と
す
る
こ
と
は
、「
建
設
あ
り
き
」

で
府
民
も
議
会
も
置
き
去
り
に
す
る
も
の

だ
と
厳
し
く
指
摘
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
法
人
二
税
や
個
人
府
民
税
な
ど

の
落
ち
込
み
に
よ
る
、
１
９
０
億
円
の
減

額
補
正
に
つ
い
て
、
府
民
と
京
都
経
済
の

実
態
の
深
刻
化
と
、「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」

の
破
た
ん
の
現
れ
で
あ
る
と
指
摘
。
府
債

管
理
基
金
積
立
金
の
減
額
の
提
案
に
つ
い

て
、
も
と
も
と
「
財
政
が
大
変
」
と
い
い

な
が
ら
「
府
債
の
償
還
の
た
め
」
と
し
て

１
９
８
０
億
円
も
積
ん
で
き
た
も
の
で
あ

り
、
税
収
の
落
ち
込
み
を
理
由
に
こ
の
積

み
立
て
を
減
額
し
財
政
調
整
に
使
う
と
い

う
運
用
に
は
、
問
題
が
あ
る
と
指
摘
し
ま

し
た
。

　
最
後
に
、
１
月
か
ら
２
月
の
大
雪
被
害

対
策
費
に
つ
い
て
、
実
態
把
握
と
相
談
体

制
の
強
化
、
農
作
物
被
害
や
作
付
へ
の
支

援
に
よ
る
営
農
の
継
続
保
証
、
す
み
や
か

な
執
行
を
求
め
ま
し
た
。

行
き
届
い
て
い
な
い
要
望
を
示

し
、
実
態
把
握
と
相
談
の
体
制

強
化
が
必
要
で
あ
る
こ
と
。
施

設
被
害
と
同
時
に
農
作
物
へ
の

被
害
も
少
な
く
な
い
と
し
、
農

作
物
や
作
付
へ
の
支
援
策
の
実

施
も
必
要
で
あ
る
こ
と
。
さ
ら

に
、
住
宅
、
漁
船
、
農
機
具
庫
、

畜
産
施
設
な
ど
で
も
被
害
が
出

て
お
り
、
災
害
に
機
敏
に
対
応

で
き
る
制
度
を
つ
く
る
よ
う
要

望
し
ま
し
た
。

2月7日京丹波町雪害調査

くらし
優先に！



10Spring. 2017◦府会だより

知事総括質疑
2月15日

ばばこうへい議員
（京都市伏見区）

ブ
ラ
ッ
ク
な
働
き
方
根
絶
宣
言
と

条
例
制
定
を

　
ば
ば
議
員
は
、
L
D
A

－

K
Y
O
T
O

の
皆
さ
ん
が
行
な
っ
た
実
態
ア
ン
ケ
ー
ト

で
、
昼
間
は
大
学
の
授
業
と
２
か
所
の
コ

ン
ビ
ニ
の
ア
ル
バ
イ
ト
、
学
習
塾
の
ア
ル

バ
イ
ト
で
毎
日
深
夜
ま
で
働
い
て
い
る
事

例
を
紹
介
。
正
規
労
働
者
で
も
、
サ
ー
ビ

ス
残
業
が
常
態
化
し
違
法
な
働
か
せ
方
が

多
い
事
を
批
判
。
企
業
、
行
政
、
府
民
が

一
緒
に
、
オ
ー
ル
京
都
で
「
ブ
ラ
ッ
ク
な

働
き
方
を
な
く
す
た
め
の
根
絶
宣
言
」
と

共
に
「
ブ
ラ
ッ
ク
な
働
き
方
を
規
制
す
る

条
例
」
の
制
定
を
求
め
ま
し
た
。

賃
金
規
定
の
あ
る 

公
契
約
条
例
の
制
定
を

　
国
が
設
計
労
務
単
価
を
大
幅
に
引
き
上

げ
、
府
も
２
０
１
３
年
４
月
に
、
12
・
９
％

ア
ッ
プ
、
今
年
２
月
に
は
31
・
４
％
ア
ッ

プ
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
昨
年
、
全

京
都
建
築
労
働
組
合
が
行
な
っ
た
賃
金
調

査
で
は
、
80
％
以
上
が
「
賃
金
は
変
わ
ら

な
い
」
と
答
え
、
４
・
８
％
し
か
賃
金
が

上
が
っ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り

ま
し
た
。
ば
ば
議
員
は
、
現
場
労
働
者
と

の
乖
離
を
是
正
す
る
た
め
に
、
早
急
に
府

独
自
の
実
態
調
査
を
行
な
う
よ
う
求
め
ま

し
た
。
同
時
に
、
賃
金
規
定
の
あ
る
公
契

約
条
例
の
制
定
に
踏
み
切
る
よ
う
求
め
ま

し
た
。知
事
は「
府
が
独
自
に
調
査
を
や
っ

て
も
仕
方
な
い
」
と
答
弁
し
、
ゼ
ネ
コ
ン

が
最
高
の
利
益
を
上
げ
て
い
る
の
に
、
現

場
労
働
者
の
賃
金
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い

問
題
に
背
を
向
け
ま
し
た
。

府
の
責
任
で 

中
小
企
業
団
体
の
入
居
を

　
京
都
府
中
小
企
業
会
館
の
機
能
が
京
都

経
済
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
に
移
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
入
居
団
体
は
現
在
の
２
～
３

倍
の
重
い
家
賃
負
担
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
ば
ば
議
員
は
、
財
政
規
模
が
小
さ
い

団
体
が
入
居
出
来
な
い
と
い
う
実
態
を
紹

介
。
さ
ら
に
、
入
居
者
の
公
募
を
始
め
る

段
に
な
っ
て
、
本
来
権
限
の
な
い
京
都
府

が
公
募
作
業
を
進
め
て
い
る
こ
と
が
問
題

と
さ
れ
、
公
募
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
っ
た
と
批
判
。
現
在
の
中
小
企
業
会
館

に
入
っ
て
い
る
全
て
の
団
体
が
入
居
で
き

る
よ
う
に
す
る
の
は
当
然
だ
と
追
及
し
ま

し
た
。

原
発
再
稼
働
に
ノ
ー
の
声
を

　
新
潟
県
の
米
山
知
事
は
、「
住
民
の
く

ら
し
を
守
る
」
と
い
う
立
場
に
立
っ
て
、

「
規
制
委
員
会
の
﹃
合
格
﹄
は
お
墨
付
き

に
あ
ら
ず
」
と
し
て
、
キ
ッ
パ
リ
と
再
稼

働
ノ
ー
の
声
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　
ば
ば
議
員
は
、
府
の
防
災
委
員
や
専
門

参
与
、環
境
測
定
技
術
検
討
会
議
な
ど
は
、

原
発
の
再
稼
働
の
可
否
に
つ
い
て
、
科
学

的
に
検
証
す
る
も
の
に
な
っ
て
い
な
い
と

指
摘
。
国
の
原
発
再
稼
働
あ
り
き
を
進
め

る
や
り
方
に
反
対
し
、
批
判
の
目
を
も
っ

て
科
学
的
検
証
を
行
な
う
姿
勢
こ
そ
必
要

だ
と
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。

運動の前進と府政転換へ全力
　雇用破壊、格差と貧困の拡大を背景
にして、ブラックな働き方が急速に広
がっています。30％以上引き上げられ
た設計労務単価と、公共工事での現場
労働者の労賃とのかい離が広がり続け
ています。どちらの問題でも解決を難
しくしているのは、現場の声に背を向
け、現状を正面から見ることを避ける
知事の姿勢にあることを改めて感じさ
せられました。
　しかし、昨年に続くLDA-KYOTO
の皆さんの実態アンケートと請願署
名、京建労の皆さんの府庁前座り込み、
こうした運動に背を向け続けることは
できません。皆さんと力を併せて、運
動の前進と府政の転換のために引き続
き力を尽くします！ ［ばばこうへい］

13848 14094 14084 14340 14510 

17231 
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22055 

22650 
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2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 

現場労働者の賃金 平均労務単価 

    平均賃金と労務単価の推移 
 設計労務単価が３１．４％引き上がったのに、建設現場労働者は 
わずか４．８％の引き上げ。ゼネコン上位４社の利益率は、 
４８．６％引き上がる過去最高益を更新。 

 設計労務単価 
  ３１．4％UP 

現場労働者の賃金 
わずか４．８％UP 

  

平均労務単価は府資料、労働者の賃金は京建労調査
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府
立
医
科
大
学
附
属
病
院
問
題

　
島
田
け
い
子
議
員
は
、
京
都
府
立
医
科

大
学
附
属
病
院
が
生
体
腎
移
植
手
術
を
受

け
た
暴
力
団
幹
部
の
収
監
を
め
ぐ
り
、
検

察
庁
に
虚
偽
の
文
書
を
提
出
し
た
と
さ
れ

る
件
に
つ
い
て
、
大
学
が
自
浄
能
力
を
発

揮
し
、
真
相
の
徹
底
解
明
を
行
な
い
、
患

者
・
教
職
員
の
命
と
安
全
を
守
る
た
め
、

反
社
会
的
団
体
と
の
関
係
を
遮
断
す
る
基

本
方
針
を
定
め
、
組
織
的
に
対
応
す
る
体

２月定例会を終えて
　山田府政最後の本格予算の審議で、
知事総括質疑に立ちました。
　「共生社会の実現」と銘打って、一部
のNPOや団体や企業への支援に重点化
する等、知事自身が「行政の在り方、予
算配分の在り方を変えた」という代物で
す。さらに、トップダウンの行政運営、
府民の声を事実上無視する姿勢が際立
ちました。典型はスタジアム建設問題で
す。アユモドキ保全などに関わる環境専
門家や公共事業評価第三者委員から
も、批判が相次ぎました。何より、住民説
明会も開かず、洪水被害拡大への不安
をもつ住民の声を事実上無視しての強
行であり、怒りでいっぱいです。来春は
知事選挙です。安倍政権と一体の暴走
政治にピリオドを！ ［島田けい子］

知事総括質疑
2月15日

島田けい子議員
（京都市右京区）

制
の
構
築
を
求
め
ま
し
た
。

京
都
ス
タ
ジ
ア
ム（
仮
）建
設
問
題 

強
引
な
進
め
方
へ
の
批
判
に 

耳
を
傾
け
よ

　
次
に
、
府
が
亀
岡
市
に
計
画
す
る（
仮
）

京
都
ス
タ
ジ
ア
ム
に
つ
い
て
、
当
初
予
算

に
基
礎
工
事
費
、
用
地
取
得
費
な
ど
総
額

19
憶
９
５
０
０
万
円
、
建
設
費
１
２
５
億

円
を
盛
り
込
む
ま
で
の
経
過
の
強
引
な
手

法
に
つ
い
て
厳
し
く
指
摘
。
２
月
３
日
に

開
か
れ
た
公
共
事
業
評
価
第
三
者
委
員
会

で
「
公
共
事
業
の
進
め
方
と
い
う
点
で

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
」
と
指
摘
さ
れ
、「
工

事
着
工
に
は
追
加
調
査
と
専
門
家
会
議
の

同
意
が
必
要
」
と
結
論
付
け
ら
れ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
予
算
提
案
し
た
知
事
の
姿
勢

を
た
だ
し
ま
し
た
（
経
過
パ
ネ
ル
参
照
）。

知
事
は
、「
第
三
者
評
価
委
員
会
は
淡
々

と
日
程
に
し
た
が
っ
て
行
な
わ
れ
た
」
と

開
き
直
り
、「
今
後
、専
門
家
会
議
の
意
見
・

指
導
を
さ
ら
に
受
け
、
年
間
を
通
じ
て
地

下
水
流
動
の
解
析
を
行
な
う
な
ど
、
ア
ユ

モ
ド
キ
へ
の
影
響
が
軽
微
と
の
確
認
を
い

た
だ
い
た
う
え
で
工
事
着
手
の
了
承
を
得

る
」
と
答
弁
。
島
田
議
員
は
、
開
発
を
最

優
先
、
日
程
先
に
あ
り
き
で
科
学
的
検
討

を
後
回
し
に
し
、
強
引
に
進
め
る
知
事
の

姿
勢
を
厳
し
く
批
判
。
計
画
は
白
紙
に
戻

し
、
住
民
の
水
害
の
不
安
に
こ
た
え
、
府

と
し
て
説
明
会
を
開
催
す
る
こ
と
等
を
求

め
ま
し
た
。

医
療
・
介
護
、
貧
困
対
策
で 

府
民
全
体
の
く
ら
し
の 

底
上
げ
を

　
次
に
、
知
事
が
「
共
生
社
会
実
現
」
と

し
て
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
団
体
や
中
小
企
業
の
頑

張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
一
生
懸
命
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
く
。
行
政
の
在
り
方
も
予
算
の

方
向
も
変
え
た
」
と
述
べ
、
府
民
へ
の
直

接
支
援
よ
り
、
一
部
の
成
果
の
見
え
る
企

業
や
団
体
に
手
厚
く
予
算
を
重
点
化
し
て

い
る
事
に
つ
い
て
、
例
え
ば
、
左
京
区
大

原
の
一
法
人
の
「
高
齢
者
居
住
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
」（
京
都
版
C
C
R
C
）
事
業
に

３
億
円
を
補
助
し
、
モ
デ
ル
事
業
で
終
わ

ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
批
判
。
特
養

ホ
ー
ム
建
設
へ
の
支
援
、
子
ど
も
の
貧
困

対
策
実
態
調
査
実
施
や
医
療
費
助
成
制
度

の
拡
充
な
ど
、
府
民
全
体
の
く
ら
し
の
底

上
げ
支
援
を
求
め
ま
し
た
。

丹
後
の
府
立
高
校
再
編
・ 

統
合
決
定
を
撤
回
せ
よ

　
３
月
９
日
、
府
教
育
委
員
会
が
丹
後
通

学
圏
の
府
立
高
校
再
編
・
統
合
方
針
を
決

定
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
前
日
８
日
に
丹

後
・
与
謝
の
高
校
再
編
問
題
を
考
え
る
会

が
、丹
後
地
域
で
の「
学
舎
制
の
導
入
」「
分

校
統
廃
合
・
フ
レ
ッ
ク
ス
化
」
案
は
撤
回

し
、
日
程
あ
り
き
で
結
論
を
急
が
ず
、
保

護
者
、
児
童
・
生
徒
、
地
域
の
声
を
丁
寧

に
聞
く
よ
う
に
と
の
要
請
に
対
し
て
、
教

育
委
員
か
ら
も
「
ち
ゃ
ん
と
理
解
さ
れ
な

い
ま
ま
進
ん
で
い
く
の
は
ど
う
か
。
丁
寧

な
説
明
が
あ
っ
た
ほ
う
が
い
い
」
等
の
懸

念
が
出
さ
れ
る
も
と
で
方
針
決
定
し
た
事

に
対
し
、
ど
う
い
う
検
討
を
行
な
っ
た
の

か
と
た
だ
し
ま
し
た
。

　
教
育
長
は
、
地
元
の
市
町
の
首
長
と
直

接
懇
談
を
し
、
承
諾
を
い
た
だ
い
た
と
答

弁
。
島
田
議
員
は
、
見
切
り
発
車
は
許
さ

れ
な
い
と
厳
し
く
指
摘
し
方
針
の
撤
回
を

求
め
ま
し
た
。
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意見書・決議案討論
3月22日

西脇いく子議員
（京都市下京区）

　
2
月
定
例
会
に
は
、全
会
派
提
案
の「
京

都
府
立
医
科
大
学
附
属
病
院
に
お
け
る
虚

偽
有
印
公
文
書
作
成
及
び
同
講
師
の
疑
い

事
案
に
係
る
全
容
解
明
と
府
民
か
ら
の
信

頼
回
復
を
求
め
る
決
議
」
を
含
む
22
の
意

見
書
と
決
議
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
共
産
党
議
員
団
か
ら
は
、
11
件
の
意
見

書
と
決
議
を
提
案
し
ま
し
た
が
、
他
会
派

が
反
対
し
た
た
め
、
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
西
脇
い
く
子
議
員
が
意
見
書
・
決
議
案

に
対
す
る
討
論
を
行
な
い
ま
し
た
。

「
共
謀
罪
」
法
は
創
設
す
る
な 

若
者
の
雇
用
改
善
と

学
費
等
の
負
担
軽
減
を

　「﹃
共
謀
罪
﹄
法
を
創
設
さ
せ
な
い
こ
と

を
求
め
る
意
見
書
」
に
つ
い
て
は
、
安
倍

政
権
が
今
国
会
に
「
テ
ロ
対
策
」
の
名
目

で
出
そ
う
と
し
て
い
る
「
共
謀
罪
」
法
案

は
、
実
際
の
犯
罪
行
為
が
な
く
て
も
、「
相

談
や
計
画
を
し
た
」
と
い
う
だ
け
で
処
罰

で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、＂
内
心
を

取
り
締
ま
る
の
か
＂
と
い
う
強
い
反
対
の

前
に
、
こ
れ
ま
で
３
回
も
廃
案
に
追
い
込

ま
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、何
が
「
共
謀
」

に
あ
た
る
か
判
断
す
る
の
は
捜
査
機
関
で

あ
り
、
組
織
的
犯
罪
集
団
の
定
義
も
、
事

実
上
、
警
察
な
ど
の
判
断
に
ゆ
だ
ね
ら
れ

る
こ
と
を
指
摘
。
労
働
組
合
や
市
民
団

体
、
民
間
企
業
な
ど
一
般
市
民
も
処
罰
対

象
に
な
り
う
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て

お
り
、
ま
さ
に
現
代
版
治
安
維
持
法
そ
の

も
の
だ
と
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。

　「
若
者
の
雇
用
改
善
を
求
め
る
意
見
書
」

及
び
決
議
と
「
大
学
の
学
費
・
奨
学
金
の

負
担
軽
減
を
求
め
る
意
見
書
」
に
つ
い
て

は
、
学
費
・
奨
学
金
、
ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト

の
実
態
告
発
と
問
題
解
決
を
求
め
て
活
動

し
て
い
る
L
D
A

－
K
Y
O
T
O
の
み
な

さ
ん
が
、
昨
年
に
引
き
続
き
４
７
０
人
の

実
態
ア
ン
ケ
ー
ト
を
集
め
、
３
７
０
０
人

の
署
名
を
添
え
て
今
議
会
に
請
願
を
提
出

さ
れ
た
こ
と
を
紹
介
。
学
生
の
ブ
ラ
ッ
ク

バ
イ
ト
が
広
が
り
、
正
規
・
非
正
規
で
も

違
法
・
脱
法
な
働
き
方
を
訴
え
る
声
が
出

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
ま
し
た
。一
方
、

国
や
府
の
対
策
は
、
実
態
に
照
ら
せ
ば
不

十
分
な
ま
ま
だ
と
し
、
対
策
を
抜
本
的
に

強
化
し
、根
絶
宣
言
や
条
例
の
整
備
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
手
を
尽
く
す
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。

医
療
・
介
護
の
改
悪
に
反
対

介
護
労
働
者
の
処
遇
改
善
を

　「
医
療
・
介
護
の
制
度
改
悪
と
国
民
負

担
増
の
中
止
を
求
め
る
意
見
書
」
及
び
、

「
京
都
府
独
自
の
﹃
介
護
職
員
処
遇
改
善

交
付
金
﹄
制
度
の
新
設
を
求
め
る
決
議
」

に
つ
い
て
は
、
安
倍
内
閣
が
、
２
０
１
７

年
度
に
医
療
・
介
護
の
更
な
る
制
度
改
悪

と
国
民
負
担
増
を
推
し
進
め
よ
う
と
し
て

い
る
こ
と
を
批
判
。
ま
た
、
介
護
報
酬
と

は
別
枠
で
抜
本
的
な
給
与
引
き
上
げ
を
行

な
う
た
め
の
予
算
措
置
を
行
な
う
こ
と
が

必
要
で
あ
り
、
京
都
府
と
し
て
強
く
国
に

働
き
か
け
る
べ
き
だ
と
訴
え
ま
し
た
。
同

時
に
、
介
護
分
野
で
働
く
す
べ
て
の
労
働

者
に
対
す
る
京
都
府
独
自
の
「
介
護
職
員

処
遇
改
善
交
付
金
」
制
度
の
新
設
を
求
め

て
、
６
６
８
１
人
の
署
名
を
添
え
て
提
出

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
。
今
日
の
介
護

人
材
不
足
の
深
刻
な
事
態
を
打
開
す
る
た

め
に
は
、
京
都
府
と
し
て
の
努
力
が
求
め

ら
れ
て
い
る
と
し
て
、
府
独
自
の
制
度
を

創
設
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

丹
後
通
学
圏
の
府
立
高
校

再
編
は
中
止
せ
よ

　「
丹
後
通
学
圏
の
府
立
高
校
再
編
・
統

廃
合
計
画
の
撤
回
を
求
め
る
決
議
」
に
つ

い
て
は
、
京
都
府
教
育
委
員
会
は
、
３
月

９
日
の
定
例
教
育
委
員
会
に
お
い
て
「
生

徒
減
少
」
を
理
由
と
し
た
丹
後
通
学
圏
の

高
校
再
編
・
統
廃
合
計
画
の
策
定
を
強
行
。

そ
の
委
員
会
で
は
、
配
布
さ
れ
た
資
料
を

見
た
委
員
か
ら
、
保
護
者
・
住
民
の
合
意

が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
へ
の
懸
念
が
出
さ

れ
た
と
指
摘
。
保
護
者
や
住
民
の
願
い
に

背
を
向
け
、
丹
後
の
子
ど
も
た
ち
の
未
来

と
地
域
の
在
り
方
に
重
大
な
影
響
を
与
え

る
問
題
で
あ
り
、
丹
後
通
学
圏
の
高
校
再

編
・
統
廃
合
計
画
の
撤
回
を
求
め
る
決
議

へ
の
賛
同
を
求
め
ま
し
た
。

府民の声を反映する 
府営住宅建設を
 さこ祐仁（京都市上京区）

　府営住宅向日台団地の建替え計画が民間資
本やノウハウを活用するPFI手法ですすめら
れようとしています。
　私は、PFI手法の成功事例とされている舞
鶴市の府営住宅常団地を調査しましたが、団
地住民からは、「府の建設した１棟にある滑
り止めが、PFIで建てられた２、３棟にはなく、
先日の大雪の時に雪が吹き込み、身の危険を
感じた。安普請な建物だ」「維持管理をする
民間事業者は、切れた蛍光灯の交換等は行な
うが、個別苦情については全く対応しない」
と不満の声が寄せられました。また、京都府
は「空き部屋も増えている」状況を把握でき
ていません。
　私は、「民間活用のPFI手法で、府営住宅の
状況も把握できていない京都府の責任は重大
だ」とただしました。
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2017年2月定例会請願審査結果
受理番号 件名 審議結果 紹介 共産 自民 民進 公明 維新

143 介護分野で働く、全ての労働者に対する京都府独自の「介護
職員処遇改善交付金」制度の新設を求めることに関する請願 不採択 日本共産党 ○ × × × ×

144から170、
172から175、

178

「共謀罪（テロ等組織犯罪準備罪）」を創設しないことを求
めることに関する請願 不採択 日本共産党 ○ × × × ×

171の1 学費・奨学金の負担軽減と若者の雇用改善を求めることに関する請願 不採択 日本共産党 ○ × × × ×

171の2 学費・奨学金の負担軽減と若者の雇用改善を求めることに関する請願 不採択 日本共産党 ○ × × × ×

176 就学前までの子どもの医療費の通院無料を求めることに関する請願 不採択 日本共産党 ○ × × × ×

177 市町村が全員制の温かい中学校給食を実施できるよう府
の支援を求めることに関する請願 不採択 日本共産党 ○ × × × ×

2017年2月定例会 意見書・決議案議決結果（３月22日）
意見書案

番号 件名 議決
結果 提案

賛否の状況
共産 自民 民進 公明 維新

第 1 号 過疎地域の追加と過疎対策事業債の対象事業の拡充を求める意見書 可決 自民・民進・公明 ○ ○ ○ ○ ○

第 2 号 精神障害者に対する公共交通機関の運賃割引制度の適用を求める意見書 可決 自民・民進・公明 ○ ○ ○ ○ ○

第 3 号 小児在宅医療を支えるための環境整備を求める意見書 可決 自民・民進・公明 ○ ○ ○ ○ ○

第 4 号 指定給水装置工事事業者制度に更新制の導入を求める意見書 可決 自民・民進・公明 ○ ○ ○ ○ ○

第 5 号 海洋ごみの処理推進を求める意見書 可決 自民・民進・公明 ○ ○ ○ ○ ○

第 6 号 水素ステーションの整備促進を求める意見書 可決 自民・民進・公明 × ○ ○ ○ ○

第 7 号 民泊の運営に係る適切な支援と対策の強化を求める意見書 可決 自民・民進・公明 ○ ○ ○ ○ ○

第 8 号 無料公衆無線LAN（Wi-Fi）環境の整備促進を求める意見書 可決 自民・民進・公明 ○ ○ ○ ○ ○

第 9 号 「テロ等組織犯罪準備罪」に関する慎重な議論を求める意見書 否決 民進 × × ○ × ×

第 10 号 「共謀罪」法を創設しないことを求める意見書 否決 日本共産党 ○ × × × ×

第 11 号 地球温暖化対策の推進を求める意見書 否決 民進 ○ × ○ × ×

第 12 号 医療・介護の制度改悪と国民負担増の中止を求める意見書 否決 日本共産党 ○ × × × ×

第 13 号 すべての原発の稼働を断念し、廃炉の手続きに入ることを求める意見書 否決 日本共産党 ○ × × × ×

第 14 号 大学の学費・奨学金の負担軽減を求める意見書 否決 日本共産党 ○ × × × ×

第 15 号 長時間労働固定化につながる労働基準法改悪に反対する意見書 否決 日本共産党 ○ × × × ×

第 16 号 若者の雇用改善を求める意見書 否決 日本共産党 ○ × × × ×

決議案
番号 件名 議決

結果 提案
賛否の状況

共産 自民 民進 公明 維新

第 1 号 京都府立医科大学附属病院における虚偽有印公文書作成及び同行使
の疑い事案に係る全容の解明と府民からの信頼回復を求める決議 可決 全会派 ○ ○ ○ ○ ○

第 2 号 京都府独自の「介護職員処遇改善交付金」制度の新設を求める決議 否決 日本共産党 ○ × × × ×

第 3 号 子どもの医療費助成制度拡充を求める決議 否決 日本共産党 ○ × × × ×

第 4 号 丹後通学圏の府立高校再編・統廃合計画の撤回を求める決議 否決 日本共産党 ○ × × × ×

第 5 号 中学校給食の実施に関する決議 否決 日本共産党 ○ × × × ×

第 6 号 若者の雇用改善を求める決議 否決 日本共産党 ○ × × × ×
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議案討論
3月22日

本庄たかお議員
（京都市山科区）

　
本
庄
た
か
お
議
員
は
、第
１
号
議
案「
平

成
29
年
度
京
都
府
一
般
会
計
予
算
」
な
ど

７
件
に
反
対
し
、
他
の
議
案
に
賛
成
す
る

立
場
で
討
論
し
ま
し
た
。

6
つ
の
問
題
点
を
指
摘
し
て

予
算
案
に
反
対

　
平
成
29
年
度
予
算
案
の
反
対
理
由
と
し

て
、①「
共
生
社
会
の
実
現
」を
掲
げ
つ
つ
、

府
民
の
く
ら
し
を
底
上
げ
す
る
直
接
支
援

か
ら
、
一
部
の
成
果
の
見
え
る
団
体
等
へ

の
支
援
に
重
点
を
移
し
、
自
治
体
本
来
の

あ
り
方
を
転
換
し
て
い
る
こ
と
、
②
「
財

政
が
た
い
へ
ん
」
と
言
い
な
が
ら
、
北
陸

新
幹
線
南
部
延
伸
な
ど
の
巨
大
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
推
進
で
府
民
に
膨
大
な
負
担
を
押
し

つ
け
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
、③
国
の「
地

方
創
生
」
関
連
予
算
を
活
用
し
た
、
観
光

偏
重
・
イ
ベ
ン
ト
中
心
の
事
業
が
、
地
域

の
再
生
と
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
負

担
と
矛
盾
を
押
し
つ
け
て
い
る
こ
と
、
④

深
刻
な
地
域
経
済
を
立
て
直
し
、
中
小
企

業
と
雇
用
を
守
る
た
め
の
対
策
が
行
な
わ

れ
て
い
な
い
こ
と
、
⑤
福
知
山
市
で
の
米

「現地調査を基本に!」
党府議団の伝統を大切に
 　 森下よしみ
  　（八幡市）

　京都府内、北から南まで要求あるとこ
ろ現地を訪問して、課題解決に頑張る府
議団の伝統。私も可能な限り現場に同行
しています。この２月には、大雪でパイ
プハウス破損などの被害を受けた京丹波
町を調査しました。南部ではナラ枯れに
よる被害や、悪質業者による土砂違法投
棄等環境破壊を許さない取り組み、建築
物解体に伴うアスベスト飛散防止対策の
強化に取り組んでいます。自然破壊を前
提とする巨大メガソーラー建設に対して
反対の声をあげている皆さんとも連携を
取りながら、住民が主人公、住民のくら
しを優先するまちづくりに全力をあげて
がんばっています。

軍
実
弾
演
習
の
受
け
入
れ
、
原
発
再
稼
働

に
つ
い
て
の
姿
勢
、
亀
岡
・
ス
タ
ジ
ア
ム

建
設
の
強
引
な
進
め
方
な
ど
、「
国
言
い

な
り
」「
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
」
の
府
政
運
営

で
、府
民
の
声
が
無
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

⑥
保
護
者
や
地
域
か
ら
の
疑
問
・
不
安
に

答
え
な
い
ま
ま
、
府
教
育
委
員
会
が
丹
後

通
学
圏
の
府
立
高
校
再
編
・
統
廃
合
計
画

を
強
行
決
定
し
た
こ
と
、
の
６
点
を
挙
げ

ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
29
年
度
京
都
府
水

道
事
業
会
計
予
算
（
第
13
号
議
案
）
に
つ

い
て
も
、
高
い
水
道
料
金
の
原
因
と
な
っ

て
い
る
建
設
負
担
水
量
の
見
直
し
を
行
な

わ
ず
、
事
業
統
合
な
ど
の
広
域
化
を
押
し

つ
け
よ
う
と
し
て
い
る
た
め
反
対
し
ま
し

た
。職

員
定
数
の 

大
幅
削
減
な
ど
を
批
判

　
今
議
会
に
は
、
京
都
府
の
職
員
定
数
を

約
千
人
減
ら
す
京
都
府
職
員
定
数
条
例
改

正
案
（
第
22
号
議
案
）
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
。「
現
状
に
合
わ
せ
る
」と
言
い
ま
す
が
、

府
職
員
の
長
時
間
労
働
の
解
決
、
ま
た
府

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た
め
に
も
、
職
員

増
を
図
る
こ
と
こ
そ
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
定
数
削
減
は
こ
れ
に
逆
行
し
て
い
る

と
し
て
反
対
し
ま
し
た
。
ま
た
、
京
都
高

速
道
路
「
新
十
条
ト
ン
ネ
ル
」
に
出
資
し

た
１
１
３
億
円
も
の
税
金
の
返
還
を
放
棄

す
る
提
案
（
第
89
号
議
案
）
に
つ
い
て
は
、

京
都
府
・
京
都
市
が
進
め
た
無
謀
な
計
画

の
破
た
ん
を
示
す
も
の
だ
と
厳
し
く
批
判

し
、
反
対
を
表
明
し
ま
し
た
。

　
京
都
府
府
税
条
例
改
正
案
（
第
21
号
議

案
）
に
は
、
法
人
府
民
税
を
引
き
下
げ
る

代
わ
り
に
地
方
法
人
税
（
国
税
）
を
引
き

上
げ
、
地
方
交
付
税
の
原
資
に
す
る
と
い

う
内
容
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。「
自
治
体

間
の
税
収
格
差
の
是
正
」が
名
目
で
す
が
、

消
費
税
増
税
で
格
差
を
広
げ
て
お
き
な
が

ら
、
そ
の
是
正
の
た
め
に
地
方
の
自
主
財

源
を
取
り
上
げ
る
の
は
本
末
転
倒
で
す
。

エ
コ
カ
ー
減
税
の
延
長
が
、
実
質
的
に
大

企
業
の
販
売
促
進
に
な
っ
て
い
る
問
題
も

含
め
て
、
反
対
を
表
明
し
ま
し
た
。

　
こ
の
他
、
国
民
健
康
保
険
の
都
道
府
県

化
に
備
え
て
府
に
国
保
運
営
協
議
会
を
設

置
す
る
条
例
改
正
案
（
第
23
号
議
案
）、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
拡
大
に
伴
う
市
町

村
へ
の
事
務
権
限
移
譲
に
関
わ
る
条
例
改

正
案
（
第
25
号
議
案
）
に
つ
い
て
も
、
国

保
都
道
府
県
化
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の

そ
も
そ
も
の
問
題
点
を
指
摘
し
て
反
対
し

ま
し
た
。

2月24日新日本婦人の会から、子どもの医療費と
中学校給食の問題で要請
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京都府戦没者追悼式を 
すべての戦争犠牲者を対象に
 浜田よしゆき（京都市北区）

　平和遺族会のみなさん、満洲や朝鮮からの引
揚者のみなさん、舞鶴工廠へ学徒動員された方、
西陣や馬町の空襲を語り継ぐ会のみなさんなど
が、京都府戦没者追悼式をすべての戦争犠牲者
の遺族を対象にするよう、府議会の各会派に要
望に来られました。私は、府民生活・厚生常任
委員会の所管事項の質疑で、遺族のみなさんの
切実な声も紹介して、京都府戦没者追悼式をす
べての戦争犠牲者の遺族を対象にすることを求
めました。理事者は、「戦没者の遺族以外でも、
特に希望される者については参列できるように
なっている」と答弁しましたが、私は、「国や他
府県のように、実施要綱に、すべての戦争犠牲
者の遺族を対象にする、と明記すべき」と強く
求めました。

身近なお店・商店街 
くらしを支える府政に
 成宮まり子（京都市西京区）

　３月。西京・洛西ニュータウンに突然降ってわいた「Ａ
コープ閉店」問題。「困る！買い物難民になる」「商店街も
寂れるのでは」との不安が広がり、さっそく住民や商店
街の声を集め、京都市長に緊急対策を申し入れました。
また、土地・建物を持つJA京都にもすぐに新店舗が入る
よう要請し、「こちらも急ピッチで努力中」との回答。地域
では、住民のみなさんが中心になって緊急署名運動も
展開され、みなさんの力で、希望が見えてきました。
　他方、府議会では、知事が“ハードもソフトも基本整
備ができた。今後は人と人との支えあい”などと言って
府の役割の転換を宣言しています。しかし、いま本当に
求められているのは、どの地域でも住民に寄り添い、身
近なお店・商店街、公共交通などを支える自治体の役
割だと痛感します。
　…くらし続けられるまちづくりへ、ひきつづきみなさん
とともにがんばります。

2017年2月定例会議案等議決結果(一部)

議案
番号 件名 議決月日 議決

結果
賛否の状況

共産 自民 民進 公明 維新

第 1 号 平成29年度京都府一般会計予算 3月22日 可決 × ○ ○ ○ ○

第13号 平成29年度京都府水道事業会計予算 3月22日 可決 × ○ ○ ○ ○

第21号 京都府府税条例等一部改正の件 3月22日 可決 × ○ ○ ○ ○

第22号 京都府職員定数条例一部改正の件 3月22日 可決 × ○ ○ ○ ○

第23号 京都府附属機関設置条例一部改正の件 3月22日 可決 × ○ ○ ○ ○

第25号 京都府の事務処理の特例に関する条例一部改正の件 3月22日 可決 × ○ ○ ○ ○

第 56 号 副知事の選任について同意を求める件 2月24日 同意 保留 ○ ○ ○ ○

第89号 財産取得及び権利放棄の件 3月22日 可決 × ○ ○ ○ ○

第91号 教育委員会教育長の任命について同意を求める件 3月22日 同意 保留 ○ ○ ○ ○

※その他の議決結果についてはホームページをご覧ください。
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２
０
１
７
年

２
月
定
例
議
会
を
終
え
て

日
本
共
産
党
京
都
府
会
議
員
団
　
団
長
　
前
窪
義
由
紀

　
２
月
15
日
か
ら
開
か
れ
て
い
た
定
例
議
会
が
、

予
算
特
別
委
員
会
小
委
員
会
を
は
さ
み
、
３
月
22

日
に
閉
会
し
た
。

　
本
議
会
は
、
安
倍
政
権
の
暴
走
と
行
き
詰
ま

り
が
明
瞭
と
な
り
、
国
民
的
な
批
判
が
噴
出
す
る

中
で
開
か
れ
た
。
ま
た
、
府
民
の
く
ら
し
と
京
都

経
済
が
厳
し
い
も
と
で
、
自
治
体
の
在
り
方
が
問

わ
れ
る
も
の
と
な
っ
た
。
我
が
党
議
員
団
は
、
暴

走
に
対
決
す
る
闘
い
や
く
ら
し
の
願
い
を
実
現
す

る
運
動
と
連
帯
す
る
と
と
も
に
、
山
田
府
政
を
厳

し
く
告
発
し
、
そ
の
転
換
を
も
と
め
る
論
戦
を
行

な
っ
た
。

１‌

、
本
議
会
に
提
案
さ
れ
た
当
初
議
案
お
よ
び
追

加
議
案
、
人
事
案
件
、
計
93
議
案
の
う
ち
、
第

１
号
議
案
「
平
成
29
年
度
京
都
府
一
般
会
計
予

算
」、
第
13
号
議
案
「
平
成
29
年
度
京
都
府
水

道
事
業
会
計
予
算
」、
第
21
号
議
案
「
京
都
府

府
税
条
例
等
一
部
改
正
の
件
」、
第
22
号
議
案

「
京
都
府
職
員
定
数
条
例
一
部
改
正
の
件
」、
第

23
号
議
案
「
京
都
府
附
属
機
関
設
置
条
例
一
部

改
正
の
件
」、
第
25
号
議
案
「
京
都
府
の
事
務

処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
一
部
改
正
の
件
」、

第
89
号
議
案「
財
産
取
得
及
び
権
利
放
棄
の
件
」

の
７
件
に
反
対
し
、
ま
た
第
56
号
「
副
知
事
選

任
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
件
」
及
び
第
91
号

「
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
に
つ
い
て
同
意

を
求
め
る
件
」
は
保
留
と
し
、
他
の
議
案
に
は

賛
成
し
た
。

　‌‌

　
第
１
号
議
案
「
平
成
29
年
度
京
都
府
一
般
会

計
予
算
」
に
反
対
の
理
由
の
第
１
は
、
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
に
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
貧
困
と
格

差
が
広
が
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
事
業

の
選
択
と
集
中
を
い
っ
そ
う
す
す
め
、「
こ
ど

も
食
堂
」
運
営
支
援
と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
福
祉
団

体
な
ど
、
一
部
の
成
果
の
見
え
る
団
体
等
へ
の

支
援
に
重
点
化
し
、
府
民
の
く
ら
し
全
体
の
底

上
げ
支
援
や
直
接
支
援
と
い
う
自
治
体
本
来
の

あ
り
方
を
転
換
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
た
め

で
あ
る
。

　‌‌

　
第
２
は
、
リ
ニ
ア
新
幹
線
や
北
陸
新
幹
線
の

南
部
へ
の
推
進
費
を
計
上
し
、
さ
ら
に
Ｐ
Ｆ
Ｉ

コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
の
導
入
な
ど
、
民
間
の

儲
け
を
最
優
先
す
る
巨
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど

で
府
民
へ
の
膨
大
な
負
担
を
押
し
つ
け
よ
う
と

し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

　‌‌

　
第
３
は
、「
地
方
創
生
」
予
算
を
積
極
的
に

活
用
す
る
た
め
、「
海
の
京
都
」「
森
の
京
都
」

「
お
茶
の
京
都
」
な
ど
観
光
偏
重
で
短
期
間
の

イ
ベ
ン
ト
を
軸
と
し
た
予
算
を
地
域
に
押
し
つ

け
る
や
り
方
が
、
い
っ
そ
う
、
地
域
づ
く
り
に

負
担
と
矛
盾
を
強
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
た

め
で
あ
る
。
し
か
も
、
京
都
版
C
C
R
C
は
、

昨
年
12
月
補
正
予
算
で
３
億
円
の
国
補
助
金
を

用
い
、
左
京
区
大
原
の
法
人
一
か
所
を
措
置
し
、

当
初
予
算
で
も
運
営
費
9
0
0
万
円
を
計
上
し

た
が
、
予
算
委
員
会
書
面
審
査
で
は
、
あ
く
ま

で
モ
デ
ル
整
備
で
一
か
所
に
し
か
過
ぎ
な
い
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　‌‌

　
第
４
は
、
中
小
企
業
会
館
を
廃
止
し
、
そ
こ

に
入
居
す
る
中
小
企
業
団
体
を
事
実
上
追
い
出

し
、
新
た
に
大
企
業
も
含
め
た
個
々
の
企
業
の

経
営
支
援
を
柱
に
据
え
た
経
済
セ
ン
タ
ー
建
設

あ
り
き
で
進
め
る
等
、
深
刻
な
地
域
経
済
を
立

て
直
し
、
中
小
企
業
と
雇
用
を
守
る
自
治
体
の

役
割
を
い
っ
そ
う
歪
め
よ
う
と
し
て
い
る
た
め

で
あ
る
。

　

　‌‌

　
第
５
は
、
亀
岡
市
へ
の
ス
タ
ジ
ア
ム
建
設
に

つ
い
て
、
専
門
家
か
ら
異
論
が
出
さ
れ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
建
設
の
た
め
の
予
算
を
計

上
す
る
な
ど
、
国
い
い
な
り
と
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン

に
よ
る
府
政
運
営
が
あ
ま
り
に
も
強
引
に
す
す

め
ら
れ
、
府
民
の
声
が
無
視
さ
れ
て
い
る
た
め

で
あ
る
。

　‌‌

　
第
６
に
、
３
月
９
日
の
京
都
府
教
育
委
員
会

で
、
保
護
者
の
「
学
舎
制
」
へ
の
支
持
が
少
な

い
こ
と
へ
の
驚
き
や
、「
学
舎
制
と
い
う
も
の

は
、
ま
だ
理
解
さ
れ
て
い
な
い
部
分
が
あ
る
」

な
ど
の
懸
念
の
声
が
相
次
い
だ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
丹
後
通
学
圏
の
高
校
再
編
・
統
廃
合
計
画

を
強
行
決
定
し
た
た
め
で
あ
る
。

　‌‌

　
第
13
号
議
案
「
平
成
29
年
度
京
都
府
水
道

事
業
会
計
予
算
」
は
、
市
町
か
ら
は
料
金
の
低

廉
化
、
建
設
負
担
水
量
の
低
減
が
求
め
ら
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
見
直
し
が
行
な
わ
れ

て
お
ら
ず
、
過
大
な
供
給
水
量
が
市
町
の
水
道

会
計
を
圧
迫
し
、
住
民
へ
の
高
い
水
道
料
金
の

要
因
と
な
っ
て
い
る
根
本
問
題
に
メ
ス
を
い
れ

ず
、
広
域
化
と
し
て
事
業
統
合
や
企
業
団
方
式

な
ど
を
市
町
に
押
し
つ
け
る
検
討
が
始
ま
っ
て

お
り
反
対
し
た
。

　‌‌

　
第
21
号
議
案
「
京
都
府
府
税
条
例
等
一
部
改

正
の
件
」
は
、
法
人
府
民
税
の
税
率
を
引
き
下

げ
、
国
税
で
あ
る
地
方
法
人
税
の
税
率
を
引
き

上
げ
、
地
方
交
付
税
の
原
資
と
す
る
こ
と
が
含

ま
れ
て
お
り
、
ま
た
エ
コ
カ
ー
減
税
の
延
長
は
、

実
質
的
に
大
企
業
の
販
売
促
進
に
寄
与
す
る
も

の
に
な
っ
て
お
り
、
反
対
し
た
。

　‌‌

　
第
22
号
議
案
「
京
都
府
職
員
定
数
条
例
一
部

改
正
の
件
」
は
、
こ
れ
ま
で
20
年
に
わ
た
り
、

職
員
定
数
5
0
1
5
人
が
維
持
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
こ
の
間
、
正
職
員
の
削
減
と
非
正
規
職

員
へ
の
置
き
換
え
が
す
す
め
ら
れ
、
現
在
の
定

数
に
比
べ
約
1
0
0
0
人
も
の
正
規
職
員
を
減

ら
し
て
4
1
1
0
人
と
す
る
も
の
で
、
長
時
間

労
働
の
解
決
や
増
え
続
け
る
児
童
虐
待
対
応
な

ど
、
社
会
的
に
も
抜
本
的
な
定
数
増
が
求
め
ら

れ
て
い
る
な
か
で
の
定
数
減
は
、
削
減
さ
れ
た

職
員
の
実
態
に
定
数
を
合
わ
せ
る
と
い
う
も
の

で
本
末
転
倒
で
あ
り
、
反
対
し
た
。

　‌‌

　
第
23
号
議
案
「
京
都
府
附
属
機
関
設
置
条

例
一
部
改
正
の
件
」
は
、
2
0
1
8
年
度
に
予
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定
さ
れ
て
い
る
国
民
健
康
保
険
の
都
道
府
県
化

に
備
え
、
新
た
に
京
都
府
国
民
健
康
保
険
運
営

協
議
会
を
設
置
す
る
も
の
で
、
国
に
よ
る
医
療

費
削
減
政
策
を
、
都
道
府
県
が
取
り
組
む
仕
組

み
づ
く
り
を
狙
っ
た
も
の
で
、
し
か
も
市
町
村

ご
と
の
納
付
金
、
標
準
保
険
料
率
等
を
決
定
す

る
等
、重
要
な
方
針
を
決
定
す
る
こ
と
と
な
り
、

保
険
料
の
引
き
上
げ
、
実
情
を
無
視
し
た
徴
収

な
ど
が
狙
わ
れ
て
お
り
反
対
し
た
。

　‌�

　
第
25
号
議
案
「
京
都
府
の
事
務
処
理
の
特

例
に
関
す
る
条
例
一
部
改
正
の
件
」
は
、
す
で

に
市
町
村
に
委
託
し
て
い
る
精
神
通
院
医
療
に

係
る
事
務
を
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
実
施
に
よ
り

市
町
村
に
権
限
事
務
が
な
け
れ
ば
支
給
事
務
が

行
な
え
な
く
な
る
た
め
、
市
町
村
に
権
限
移
譲

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
そ
も
そ
も
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
は
、
国
民
の
税
と
社
会
保
障
の
情
報

を
国
が
掌
握
し
、
徴
税
強
化
や
社
会
保
障
給
付

の
抑
制
手
段
に
使
う
こ
と
が
導
入
の
狙
い
で
あ

り
反
対
し
た
。

　‌�

　
第
89
号
議
案
「
財
産
取
得
及
び
権
利
放
棄
の

件
」
は
、
新
十
条
ト
ン
ネ
ル
の
建
設
に
か
か
る

出
資
金
を
府
と
京
都
市
合
わ
せ
て
2
2
6
億
円

を
放
棄
す
る
も
の
で
、「
建
設
工
事
先
に
あ
り

き
」
で
相
次
ぐ
工
法
変
更
や
契
約
変
更
な
ど
に

よ
り
建
設
費
が
膨
張
し
た
上
に
、
過
大
な
通
行

量
予
測
に
よ
る
計
画
が
破
た
ん
し
た
つ
け
を
、

府
民
と
京
都
市
民
に
押
し
つ
け
る
も
の
で
、
反

対
し
た
。

　‌�

　
な
お
、
第
56
号
議
案
「
副
知
事
の
選
任
に
つ

い
て
同
意
を
求
め
る
件
」
は
、
山
下
副
知
事
の

再
任
案
件
で
あ
る
が
、
山
田
府
政
の
も
と
で
の

副
知
事
で
あ
り
、
賛
成
せ
ず
保
留
と
し
た
。
ま

た
、
第
91
号
議
案
「
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任

命
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
件
」
は
、
橋
本
教

育
次
長
を
教
育
庁
に
任
命
す
る
件
で
あ
る
が
、

丹
後
通
学
圏
の
高
校
再
編
・
統
廃
合
計
画
を
強

行
し
た
時
期
で
あ
り
、賛
成
せ
ず
保
留
と
し
た
。

　‌�

　
ま
た
、
第
57
号
議
案
「
平
成
28
年
度
京
都

府
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）」
は
賛
成

し
た
が
、
そ
の
う
ち
、「
専
用
球
技
場
整
備
費
」

の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
導
入
可
能
性
調
査

に
か
か
る
2
0
0
0
万
円
の
予
算
と
繰
越
明
許

費
は
、
自
治
体
が
責
任
を
持
つ
べ
き
公
共
施
設

の
管
理
運
営
を
民
間
企
業
第
一
に
で
き
る
よ
う

に
す
る
も
の
で
、
府
民
利
用
の
た
め
の
ス
ポ
ー

ツ
施
設
の
管
理
運
営
権
を
、
民
間
会
社
の
意

向
に
沿
っ
て
長
期
に
売
り
渡
す
と
い
う
、
全
国

に
も
例
の
な
い
や
り
方
に
な
り
、
さ
ら
に
当
初

予
算
案
審
議
途
中
に
、
工
事
着
工
が
了
承
さ
れ

て
い
な
い
段
階
で
補
正
予
算
に
も
り
こ
ん
だ
た

め
、
反
対
し
た
。

２�

、
京
都
府
立
医
科
大
学
附
属
病
院
が
生
体
腎
移

植
手
術
を
受
け
た
暴
力
団
幹
部
の
収
監
を
め
ぐ

り
、
検
察
庁
に
虚
偽
の
病
状
を
記
し
た
文
書
を

提
出
し
た
と
さ
れ
る
件
に
つ
い
て
、
予
算
特
別

委
員
会
お
よ
び
全
員
協
議
会
で
質
疑
が
行
な
わ

れ
た
。
我
が
党
議
員
団
は
、
府
公
立
大
学
法
人

調
査
委
員
会
な
ら
び
に
府
外
部
調
査
委
員
会
に

よ
る
徹
底
し
た
調
査
を
求
め
る
と
と
も
に
、「
学

問
の
府
」
と
し
て
、
公
立
大
学
法
人
が
自
浄
能

力
を
発
揮
し
、
真
相
の
徹
底
解
明
と
信
頼
回
復

に
全
力
を
あ
げ
る
よ
う
、
厳
し
く
求
め
た
。
ま

た
、
暴
力
団
な
ど
反
社
会
的
団
体
と
の
関
係
を

遮
断
す
る
た
め
の
基
本
方
針
を
定
め
、 

患
者
さ

ん
や
教
職
員
の
安
全
第
一
の
組
織
的
対
応
の
確

立
な
ど
の
体
制
整
備
を
求
め
た
。
そ
の
結
果
、

「
京
都
府
立
医
科
大
学
附
属
病
院
に
お
け
る
虚

偽
有
印
公
文
書
作
成
及
び
同
行
使 

の
疑
い
事

案
に
係
る
全
容
の
解
明
と
府
民
か
ら
の
信
頼
回

復
を
求
め
る
決
議
」
が
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

３�

、
本
議
会
は
、
貧
困
と
格
差
が
広
が
る
中
、
地

域
や
府
民
の
実
態
と
要
求
に
も
と
づ
く
、
様
々

な
運
動
が
京
都
府
お
よ
び
府
議
会
に
寄
せ
ら
れ

る
議
会
と
な
る
中
、
わ
が
党
議
員
団
は
、
現
場

に
出
向
き
実
態
や
要
望
を
つ
か
む
と
と
も
に
、

運
動
と
連
携
し
た
論
戦
に
取
り
組
み
、
変
化
を

つ
く
る
議
会
と
な
っ
た
。

　‌�

　
１
月
、
２
月
と
続
い
た
大
雪
被
害
が
、
パ
イ

プ
ハ
ウ
ス
や
林
業
な
ど
に
深
刻
な
影
響
を
与
え

た
。
議
員
団
挙
げ
て
市
町
村
議
員
団
と
連
携
し

て
５
回
に
わ
た
り
現
地
調
査
に
入
り
、
そ
れ
を

も
と
に
二
度
に
わ
た
る
申
し
入
れ
や
議
会
論
戦

に
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
結
果
、
補
正
予
算
が
成

立
し
た
が
、
引
き
続
き
作
付
を
含
む
営
農
継
続

へ
の
支
援
や
実
態
に
応
じ
た
運
用
な
ど
、
す
み

や
か
な
執
行
を
求
め
た
。

　‌�

　
京
都
医
労
連
に
よ
り
、
医
療
・
介
護
労
働
者

が
、
処
遇
改
善
や
制
度
改
悪
反
対
を
求
め
た
府

庁
包
囲
行
動
が
取
り
組
ま
れ
る
な
ど
、
請
願
も

含
め
様
々
な
行
動
が
行
な
わ
れ
た
。
中
で
も
一

昨
年
の
秋
か
ら
若
者
を
中
心
に
し
た
学
費
・
奨

学
金
、 

ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
問
題
の
実
態
告
発
と

解
決
を
求
め
る
運
動
を
続
け
て
い
る
「
L
D
A

︱
K
Y
O
T
O
」 

の
皆
さ
ん
が
、
昨
年
に
引
き

続
い
て
実
態
ア
ン
ケ
ー
ト
と
請
願
署
名
に
取
り

組
み
、
今
議
会
に
3
9
6
2
筆
の
請
願
が
寄
せ

ら
れ
、請
願
審
査
の
傍
聴
に
も
取
り
組
ま
れ
た
。

こ
う
し
た
中
、
知
事
総
括
質
疑
で
山
田
知
事
は

「
違
法
・
違
反
が
疑
わ
れ
る
企
業
の
監
督
、
そ

し
て
労
働
教
育
の
啓
発
、
実
態
把
握
の 

た
め

の
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
と
と
も

に
、
国
に
対
し
ま
し
て
も
引
き
続
き
労
働
環
境

の
整
備
に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
と
要
望
し
て
い

く
」
と
答
弁
す
る
な
ど
、「
違
法
な
も
の
は
国

の
責
任
に
お
い
て
取
り
締
ま
る
」
と
し
て
き
た

態
度
か
ら
、
府
の
役
割
を
認
め
た
点
で
一
歩
前

進
を
開
い
た
。
さ
ら
に
、
当
初
予
算
に
は
、
不

十
分
な
が
ら
、
初
め
て
社
員
の
奨
学
金
返
済
を

援
助
し
て
い
る
中
小
企
業
に
対
し
、
負
担
額
の

半
額
を
補
助
す
る
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　‌�

　
全
京
都
建
築
労
働
組
合
の
皆
さ
ん
に
よ
り
、

府
庁
包
囲
・
座
り
込
み
行
動
が
６
年
ぶ
り
に
取

り
組
ま
れ
た
。
こ
れ
は
、
５
年
連
続
で
設
計
労

務
単
価
が
31
・
4
％
引
き
上
げ
ら
れ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
同
組
合
に
よ
る
賃
金
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
4
・
8
％
し
か
上
昇
せ
ず
、
し
か
も
回
答

者
の
80
％
以
上
が
「
賃
金
は
変
わ
ら
な
い
」
と

答
え
て
い
る
も
と
で
、現
場
の
実
態
を
調
査
し
、

賃
上
げ
で
若
者
が
育
つ
産
業
に
、
と
取
り
組
ま

れ
た
も
の
で
あ
る
。
我
が
党
議
員
団
が
、
こ
の

間
、
賃
金
規
定
を
盛
り
込
ん
だ
公
契
約
条
例
制

定
を
求
め
る
立
場
か
ら
、
京
建
労
の
皆
さ
ん
ら

と
連
携
し
て
論
戦
し
て
き
た
こ
と
が
、
今
回
の

行
動
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

　‌�

　
指
定
文
化
財
に
な
っ
て
い
な
い
が
価
値
の
あ

る
文
化
財
を
「
暫
定
登
録
文
化
財
」
と
す
る
制

度
が
創
設
さ
れ
た
。
我
が
党
議
員
団
は
、
こ
の

間
、
三
度
に
わ
た
る
関
係
事
業
者
と
の
懇
談
や

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
積
み
重
ね
、
実
現
の
道
を
開

い
た
も
の
で
あ
り
、
今
後
引
き
続
き
、
保
守
の

皆
さ
ん
と
も
連
携
し
た
取
り
組
み
を
進
め
る
も

の
で
あ
る
。



18Spring. 2017◦府会だより

４�

、
府
民
の
く
ら
し
や
京
都
経
済
が
厳
し
く
、
そ

の
上
、
法
人
二
税
や
個
人
府
民
税
な
ど
の
落
ち

込
み
に
よ
る
、
1
9
0
億
円
も
の
減
額
補
正
予

算
が
提
案
さ
れ
た
こ
と
は
、
府
民
と
京
都
経
済

の
実
態
の
深
刻
化
と
、
景
気
は
好
調
だ
と
し
て

き
た
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
の
破
た
ん
が
、
は
っ

き
り
と
表
れ
た
。

　‌�

　
と
こ
ろ
が
山
田
知
事
は
「
財
政
が
大
変
」「
警

戒
モ
ー
ド
の
予
算
編
成
」
等
と
緊
縮
財
政
を
提

案
す
る
一
方
、
北
陸
新
幹
線
の
延
伸
や
亀
岡
ス

タ
ジ
ア
ム
の
建
設
な
ど
、
巨
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
進
め
て
お
り
、
こ
れ
に
対

し
、
真
正
面
か
ら
論
戦
を
挑
ん
だ
。

　‌�

　
我
が
党
議
員
団
は
、
こ
の
間
、
丹
後
や
中
丹
、

南
丹
と
地
域
ご
と
の
課
題
を
調
査
し
、
論
戦
し

て
き
た
。
今
府
議
会
で
は
、
京
都
市
内
の
開
発

問
題
や
貧
困
と
格
差
問
題
を
取
り
上
げ
た
。
代

表
質
問
で
は
、
住
民
と
中
小
業
者
を
追
い
出
す

府
市
協
調
の
大
型
開
発
と
し
て
、
梅
小
路
新
駅

の
設
置
と
一
体
に
、
京
都
市
中
央
卸
売
市
場
第

一
市
場
の
一
角
に
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
ホ

テ
ル
と
一
体
に
な
っ
た
商
業
施
設
の
建
設
計
画

が
進
め
ら
れ
る
等
、
住
民
や
地
元
商
店
街
そ
っ

ち
の
け
の
再
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
一
方
、

ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
、
違
法

民
泊
な
ど
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
壊
さ
れ
る

事
態
が
広
が
っ
て
お
り
、
そ
の
対
策
を
強
く
求

め
た
。

　‌�

　
北
陸
新
幹
線
の
府
南
部
へ
の
延
伸
に
つ
い

て
、
概
算
建
設
費
は
２
兆
1
0
0
0
億
円
と
見

込
ま
れ
、新
た
に
急
浮
上
し
た
「
松
井
山
手
駅
」

の
京
田
辺
市
を
は
じ
め
関
係
自
治
体
の
財
政
負

担
、
Ｊ
Ｒ
奈
良
線
な
ど
並
行
在
来
線
の
問
題

な
ど
何
ひ
と
つ
府
民
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
な
い

中
、
山
田
知
事
は
、「
私
が
決
め
た
話
で
は
あ

り
ま
せ
ん
」
と
責
任
転
嫁
し
、
費
用
負
担
に
つ

い
て
も
「
受
益
の
範
囲
内
で
負
担
を
」
と
建
設

あ
り
き
の
姿
勢
に
終
始
し
て
い
る
。

　‌�

　
亀
岡
ス
タ
ジ
ア
ム
建
設
は
、
予
算
を
計
上
す

る
た
め
に
、
無
理
や
り
環
境
保
全
専
門
家
会

議
を
二
度
開
き
、
公
共
事
業
評
価
に
か
か
る
第

三
者
委
員
会
も
開
催
し
た
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ

建
設
着
工
の
了
解
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
本
体
建
設
費
を
計
上
し
た
こ
と

は
重
大
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
建
設
予
定
地
一
帯

は
水
害
の
常
襲
地
で
、
ア
ユ
モ
ド
キ
の
生
息
に

影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
り
、
さ
ら
に
建
設

予
定
地
の
公
募
条
件
は
「
自
治
体
か
ら
の
無
償

提
供
」
と
い
う
自
ら
決
め
た
ル
ー
ル
を
壊
し
、

13
億
円
も
の
財
政
負
担
を
府
民
に
押
し
つ
け
新

た
に
土
地
を
取
得
す
る
な
ど
、
極
め
て
異
常
な

や
り
方
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
上
、
地
元

商
店
街
や
地
域
経
済
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る

「
に
ぎ
わ
い
・
活
性
化
」
と
い
う
名
の
大
規
模

商
業
施
設
や
観
光
資
本
呼
び
込
み
計
画
を
進
め

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
京
都
府
と
し
て
説

明
会
を
一
回
も
開
催
せ
ず
、
説
明
責
任
を
果
た

し
て
い
な
い
こ
と
な
ど
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
府

民
不
在
の
姿
勢
は
問
題
で
あ
る
。

　‌�

　
四
条
烏
丸
に
建
設
予
定
の
「
京
都
経
済
セ
ン

タ
ー
」
を
め
ぐ
っ
て
は
、
京
都
府
立
中
小
企
業

会
館
を
廃
止
し
、
京
都
市
と
京
都
府
が
、
大
企

業
も
含
め
た
個
々
の
企
業
支
援
の
た
め
に
建
設

す
る
も
の
で
、
そ
れ
に
よ
り
中
小
企
業
会
館
に

入
居
し
て
い
る
団
体
が
事
実
上
排
除
さ
れ
る
こ

と
と
な
る
。
そ
の
上
、
京
都
府
は
、
中
小
企
業

会
館
の
運
営
に
責
任
を
も
っ
て
き
た
「
中
小
企

業
セ
ン
タ
ー
」
で
の
決
定
が
な
い
ま
ま
、
京
都

経
済
セ
ン
タ
ー
の
入
居
募
集
を
か
け
た
た
め
、

我
が
党
議
員
団
が
問
題
を
指
摘
し
、
募
集
予
定

日
前
日
に
中
止
す
る
な
ど
前
代
未
聞
の
混
乱
を

招
い
た
。
引
き
続
き
、
全
入
居
団
体
が
経
済
セ

ン
タ
ー
に
移
行
で
き
る
よ
う
に
求
め
る
と
と
も

に
、
中
小
企
業
会
館
の
継
続
を
求
め
る
も
の
で

あ
る
。

５�

、
本
議
会
に
は
、「
共
謀
罪
（
テ
ロ
等
組
織
犯
罪

準
備
罪
）」
を
創
設
し
な
い
こ
と
を
求
め
る
こ

と
に
関
す
る
請
願
34
件
や
、
6
6
8
1
人
の
署

名
を
添
え
た
介
護
分
野
で
働
く
、
全
て
の
労
働

者
に
対
す
る
京
都
府
独
自
の
「
介
護
職
員
処

遇
改
善
交
付
金
」
制
度
の
新
設
を
求
め
る
こ
と

に
関
す
る
請
願
、
就
学
前
ま
で
の
子
ど
も
の
医

療
費
の
通
院
無
料
を
求
め
る
こ
と
に
関
す
る
請

願
、
市
町
村
が
全
員
制
の
温
か
い
中
学
校
給

食
を
実
施
で
き
る
よ
う
府
の
支
援
を
求
め
る
こ

と
に
関
す
る
請
願
、
学
費
・
奨
学
金
の
負
担
軽

減
と
若
者
の
雇
用
改
善
を
求
め
る
こ
と
に
関
す

る
請
願
が
寄
せ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
オ
ー
ル
与

党
に
よ
り
す
べ
て
否
決
し
た
こ
と
は
重
大
で
あ

る
。

　‌�

　
我
が
党
議
員
団
は
請
願
の
願
意
を
踏
ま
え
、

11
意
見
書
案
お
よ
び
決
議
案
を
提
案
し
た
が
、

こ
れ
ら
す
べ
て
に
つ
い
て
オ
ー
ル
与
党
が
否
決

し
た
。
一
方
、
民
進
党
会
派
か
ら
「
テ
ロ
等
組

織
犯
罪
準
備
罪
に
関
す
る
慎
重
な
議
論
を
求
め

る
意
見
書
案
」
が
提
案
さ
れ
た
が
、
同
法
案
の

成
立
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
国
会
で
の

野
党
共
闘
に
お
け
る
民
進
党
と
の
立
場
と
も
違

う
た
め
反
対
し
た
。
ま
た
自
民
・
公
明
・
民
進

３
会
派
提
案
の
「
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備

促
進
を
求
め
る
意
見
書
案
」
は
、
水
素
抽
出
の

課
程
で
大
量
の
二
酸
化
炭
素
が
排
出
さ
れ
る
こ

と
や
、
製
造
の
み
な
ら
ず
輸
送
、
供
給
、
走
行

の
そ
れ
ぞ
れ
の
過
程
に
お
い
て
、
人
為
的
な
事

故
を
含
め
た
安
全
性
が
担
保
さ
れ
て
い
な
い
等

の
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
反
対
し
た
。

６�

、
植
田
喜
裕
議
長
（
当
時

　
中
京
区
選
出
・
自

民
党
）
が
地
元
消
防
団
に
数
年
間
に
わ
た
り

酒
を
贈
っ
て
い
た
問
題
に
よ
り
議
長
を
辞
職
し

た
。
我
が
党
議
員
団
は
、
公
職
選
挙
法
違
反
の

疑
い
が
あ
る
た
め
、
議
会
に
事
実
を
報
告
す
る

よ
う
厳
し
く
求
め
、
議
会
運
営
委
員
会
で
経
過

等
報
告
さ
れ
た
。
引
き
続
き
、
厳
し
く
追
及
し

て
い
く
も
の
で
あ
る
。
今
回
の
事
件
に
よ
り
、

議
長
選
出
が
行
な
わ
れ
た
が
、
植
田
氏
の
所
属

す
る
自
民
党
か
ら
立
候
補
す
る
意
向
が
示
さ
れ

た
た
め
、
我
が
党
議
員
団
は
、
本
来
自
民
党
は

自
粛
す
る
こ
と
が
必
要
と
の
立
場
か
ら
、
前
窪

団
長
を
候
補
者
と
し
た
。し
か
し
投
票
の
結
果
、

自
民
、
民
進
、
公
明
の
賛
成
に
よ
り
近
藤
永
太

郎
議
員
（
自
民
）
が
議
長
に
選
出
さ
れ
た
。

　
２
月
議
会
開
会
中
の
３
月
18
日
に
、
上
原
裕

見
子
議
員
（
伏
見
区
選
出
・
二
期
目
）
が
、
闘
病

の
か
い
な
く
逝
去
さ
れ
た
。
上
原
裕
見
子
議
員
を

失
っ
た
こ
と
は
痛
恨
の
極
み
で
あ
る
。

　
我
が
党
議
員
団
は
、
上
原
裕
見
子
議
員
の
遺
志

を
受
け
継
ぐ
た
め
に
も
、
来
春
に
迫
っ
た
京
都
府

知
事
選
挙
、
そ
し
て
折
り
返
し
点
を
迎
え
た
統
一

地
方
選
挙
、
さ
ら
に
安
倍
政
権
の
退
陣
、
解
散
・

総
選
挙
に
追
い
込
み
、
勝
利
を
勝
ち
取
る
た
め
、

い
っ
そ
う
全
力
を
挙
げ
る
も
の
で
あ
る
。
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２
月
定
例
会
開
会
日
の
２
月
₁₅

日
、
京
都
府
議
会
の
植
田
喜
裕
議
長

が
公
職
選
挙
法
違
反
の
疑
惑
が
指
摘

さ
れ
た
不
祥
事
の
責
任
を
取
り
辞

職
。
新
た
な
議
長
の
選
出
が
行
な
わ

れ
、
与
党
会
派
に
よ
っ
て
自
民
党
の

近
藤
議
員
が
議
長
に
選
出
さ
れ
ま
し

た
。
日
本
共
産
党
府
会
議
員
団
の
前

窪
団
長
は
、
こ
れ
に
対
す
る
コ
メ
ン

ト
を
発
表
し
ま
し
た
。

不
祥
事
に
伴
う
植
田
喜
裕
府
議
の 

議
長
辞
職
と
新
議
長
選
出
に
つ
い
て

２
０
１
７
年
２
月
15
日

　
日
本
共
産
党
京
都
府
会
議
員
団

 

団
長

　
前
窪

　
義
由
紀

　
本
日
開
会
し
た
２
月
定
例
府
議
会
の
冒

頭
で
、
植
田
喜
裕
議
長
は
、
公
職
選
挙
法

違
反
の
疑
惑
が
指
摘
さ
れ
た
不
祥
事
の
責

任
を
取
り
、
議
長
を
辞
職
し
た
。
不
祥
事

を
理
由
と
す
る
議
長
の
辞
職
は
、
府
議
会

事
務
局
と
し
て
確
認
で
き
る
１
９
５
６
年

以
降
初
め
て
で
あ
る
。
植
田
氏
本
人
は
も

と
よ
り
、
同
氏
が
所
属
す
る
自
民
党
の
責

任
は
極
め
て
重
い
も
の
が
あ
る
。

　
報
道
に
よ
れ
ば
、
植
田
前
議
長
は
、「
地

元
学
区
の
消
防
団
に
、
氏
名
入
り
の
﹃
の

し
﹄
を
付
け
た
日
本
酒
一
升
瓶
２
本
を
贈

り
、
少
な
く
と
も
数
年
前
か
ら
慣
例
的
に

行
な
っ
て
い
た
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
公
職
選
挙
法
違
反
に
問
わ
れ
る
可

能
性
も
あ
る
問
題
で
あ
り
、
府
民
の
信
頼

を
取
り
戻
す
た
め
に
も
、
議
会
と
し
て
自

浄
作
用
を
発
揮
し
、
問
題
の
徹
底
調
査
に

取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。
本
日
の
議
会
運

営
委
員
会
で
、
わ
が
党
議
員
団
は
こ
の
旨

を
主
張
し
、
議
会
運
営
委
員
長
も
検
討
す

る
こ
と
を
表
明
し
た
が
、
今
後
、
実
効
あ

る
対
応
が
な
さ
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
党

議
員
団
と
し
て
力
を
尽
く
す
。

　
植
田
氏
の
議
長
辞
職
を
受
け
、
後
任
の

議
長
を
選
ぶ
選
挙
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
自
民
党
会
派
に
は
前
代
未
聞
の

不
祥
事
を
引
き
起
こ
し
た
責
任
が
あ
り
、

わ
が
党
議
員
団
は
自
民
党
か
ら
の
議
長
選

出
は
今
回
自
粛
す
る
よ
う
求
め
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
自
民
党
か
ら
近
藤
永
太
郎

氏
を
議
長
候
補
と
す
る
意
向
が
表
明
さ
れ

た
た
め
、
わ
が
党
議
員
団
は
、
団
長
の
前

窪
義
由
紀
を
議
長
候
補
に
立
て
て
選
挙
に

臨
ん
だ
。
投
票
の
結
果
、
近
藤
氏
が
新
議

長
に
選
出
さ
れ
た
が
、
民
進
党
・
府
民
ク

ラ
ブ
、
公
明
党
が
自
民
党
に
同
調
し
、
自

民
党
か
ら
の
議
長
選
出
に
協
力
し
た
こ
と

は
重
大
で
あ
る
。

2018春は知事選挙

 みつなが敦彦（京都市左京区）

　山田知事四期目最後の本格予算でしたが、これ
までの予算と比べても大きな変化を感じました。
　それは、深刻となる府民のくらしの実態をふ
まえた施策から、安倍政権の予算に飛びつき、
一部の目立つところや頑張っているところ、力
のあるところへの支援へと、大きく考え方を変
えたことです。それを「自民党府政40年で土台
はできた」とし、あとは「共生社会の実現を」と、
自立を迫っていることです。これまでも、観光
誘客のためのイベント偏重となっていましたが、
本格的な自治体の変質、そして解体への道へ踏
み出し始めています。来春の京都府知事選挙は、
こうした府政の転換にむけ、市民、保守の皆さ
んと共同し、要求で一致する運動を大いに広げ
ます。
　上原裕見子さん、安らかに。

京都府内のすべての自治体で、
あたたかい中学校給食を！！
 山内よし子（京都市南区）

　向日市や長岡京市では中学校給食導入の検討にむけ
た昼食の実態調査を行なっていますが、昼食を持参で
きず、食べられない生徒が複数いることが判明してい
ます。子どもの貧困が深刻になる中、栄養のあるあた
たかい給食をすべての子どもたちに提供することは、
自治体の責任です。
　今議会において、中学校給食実施のための支援を京
都府に求める請願が提出され、採択のために努力しま
したが、「中学校給食は賛成だが、京都府が支援する
必要があるのか？」「中学校給食に反対の人もいる」
など共産党以外の会派は反対。残念ながら請願は不採
択になりました。しかしこうした運動の積み重ねで、
少しずつですが各自治体での中学校給食の導入が進ん
でいます。
　京都府が支援できることもたくさんあります。引き
続き中学校給食実施のためにがんばります。

不
祥
事
を
理
由
と
す
る
議
長
の
辞
職

議
会
の
自
浄
作
用
を
発
揮
し
、

 

問
題
の
徹
底
調
査
を


